
１．はじめに

２０１８年２月、大阪府教育委員会は「教職員の評価・育成システムに関するアンケート調査結

果について」（大阪府教育委員会，２０１８）を公表した。筆者は、情報公開請求制度にて得られ

たこの結果データを入手した２。そこには大阪府の調査結果では示されていなかった（おそら

く意図的に隠されていた）評価・育成システム〔以下、大阪府の教職員の評価・育成システム

については、「評価・育成システム」と略称し、一般的な教員評価システムについては、「教員

評価システム」と称する〕の拭い去れぬさまざまな問題点が多く示されていた。特に自由記述

においては、後述するように評価・育成システムの存続を前提として作成された恣意的なアン
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教員評価システムが教員に受け入れられない 
根本的な理由１

―感情分析とテキストマイニングを使った大阪府教職員の評価・ 

育成システムに関するアンケート調査自由記述の分析から―

杉 浦　 健

Fundamental reasons why teacher evaluation systems 

are not accepted by teachers:

Consideration based on the results of analyzing sentiment analysis 

and text mining of free descriptions in a questionnaire survey 

on Osaka prefecture teacher and staff evaluation 

and training systems.

（SUGIURA Takeshi）

＊近畿大学教職教育部教授 〔キーワード〕教員評価、内発的動機づけのアンダーマイニン
グ現象、感情分析、テキストマイニング

１　大阪府教職員の評価・育成システムに関するアンケートについては、対象が教職員であり、事務職
員なども対象となっている。しかしながら本研究では事務職員などについてはほとんど言及できてお
らず、またテーマが教員としての仕事の評価の難しさに起因する教員評価の問題であることから、表
題としては教職員評価システムではなく、教員評価システムとした。本文においては、教職員という
用語は大阪府教職員の評価・育成システムに関するアンケートを説明する場合のみ使用し、一般的な
教員評価システムについて言及する場合は教員という用語を使用する。

２　データは以下の HP で入手することができる（「新勤評制度はいらない！全国交流会」http://www
７b.biglobe.ne.jp/~kinpyo-saiban/）



ケートにおいては答えることのできなかった、評価・育成システムに対する問題を訴える教職

員の声が示されていた。

本研究では、評価・育成システムに関するアンケートで得られた自由記述について、ビッグ

データに基づいた感情分析とテキストマイニングの手法を使って再分析することにより、評価・

育成システムに限らない、教員評価システムが抱える根本的な問題点について明らかにしてい

く。

２．評価・育成システムの概要

評価・育成システムは２００４年４月にまず給与反映がなされない形で開始された。その後、

２００６年４月より評価結果の給与反映を前提としてシステムが実施され、２００７年度の昇給および

勤勉手当に前年度の評価結果が反映されることとなった。

２０１３年度には授業アンケート結果を教員評価に反映することとなり、２０１５年度には授業評価

が下位評価となった教員はＡ以上の総合評価としないこととなった。

現在の給与反映については、勤勉手当と昇給に反映されており、４５歳高等学校等教諭のモデ

ル例では、上位区分への配分原資を１回あたり０.０３月とし、１
　

 回あたりＡが３９万２,７０４円、SS 

はＡ＋１２.１万円、ＳはＡ＋６.１万円、ＢはＡ－２.４万円、ＣはＡ－４.８万円となっている。また昇

給については、Ａ以上＝４号給、Ｂ＝２号給、Ｃ＝昇給しない、となっている（大阪府教育委

員会，２０１８）。

大阪府教育委員会の発行する教職員の評価・育成システムの手引きでは、その目的として、

「すべての教職員が学校の目標を共有し、その達成に向けた個人目標を主体的に設定して、校

長等の支援を受けながら、意欲的に取組みを進めることを基本としています。そして、子ども

や保護者、同僚教職員等の意見を踏まえた自己評価と校長等による評価を通じ、教職員が自ら

の意欲・資質能力を一層高めることを促します。教職員がこのような取組みを進めることに

よって、学校の教育活動をはじめとする様々な活動を充実させるとともに、学校や校内組織の

活性化を図っていくことをめざし」、とある。つまり、評価・育成システムは給与に差をつけ

ることが目的ではなく（それはあくまで目的を果たすための手段である）、あくまで教職員が

意欲的に取り組みを進め、意欲・資質能力を高めること、そして学校活動を充実させ、学校や

校内組織の活性化を図ることが目的なのである。

それではこの目的は現在の評価・育成システムにおいて十分に果たされているのだろうか。

46―　　―

近畿大学教育論叢　第３２巻第１号（２０２０・９）



３．日本の教員評価に関する先行研究３

この疑問に答える前に、まずこれまでの教員評価の効果に関する研究を概観しよう。

実はこれまで、日本の教員を対象とした研究において、教員評価およびその給与反映が教員

の意欲を高め、資質能力の向上をもたらし、学校を活性化することを明確に実証したと言える

研究は見当たらない。つまり十分なエビデンスがないまま、教員評価のシステムは続いている

のである。

勝野（２００４）は東京都の人事考課制度導入３年目（２００１年より２００２年にかけて）に行われた

調査を紹介し、教員の「意欲」「職能成長」「学校経営の改善」に対して、教員の約７０％～約

７５％が否定的であったことを示している（表１）。

諏訪（２０１０）はＡ県の小中高教員を対象とした調査において、教員評価が教員の「意欲」「専

門的力量」「協働関係」「学校改善」につながると思わない割合が約７０％～約９０％であり、２００３

年から２００７年にかけてほとんど改善がなかったことを明らかにしている（表２）。

大阪府が２０１０年に行った調査では、評価・育成システムが意欲・資質能力の向上に「あまり

つながっていない」「全くつながっていない」と答える教員は６６.８％、教育活動等の充実および
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表１　東京都の教員人事考課制度の効果

人事考課制度によって、教員のもっとがんばろうという意欲が高まっている

否定的どちらともいえない肯定的

２４.５％４２.２％３２.２％校長

７４.８％１５.７％８.９％教員

人事考課制度は、教員の専門的な力量の向上（職能成長）に役立っている

２０.７％４０.５％３８.１％校長

７３.５％１６.３％９.４％教員

人事考課制度は、学校経営の改善に役立っている

９.２％２７.９％６２.３％校長

６９.６％１６.１％１２.５％教員

勝野（２００４）をもとに作成

３　本研究では、教員評価の効果については日本の教員の研究にあえて限定している。その理由は、日
本の教員の特殊性として、生活指導・生徒指導を中心として授業以外の様々な教育活動を行っている
からである。これは海外での教員の置かれた状況、たとえば教員の仕事はほぼ授業のみであり、生徒
指導などは別の担当者が行うなどと異なっている。そしてその状況が、日本の教員の行う教育は全人
的であり、客観的に評価できないという考え方につながっていると思われるからである。



学校の活性化については、「あまりおよび全くつながっていない」と答えた教員が６８.６％であっ

た（大阪府教育委員会，２０１８）。

久富（２０１７）は２０１１年に東京都の小中学校教員に人事考課制度についてのアンケートを行っ

ている。ここでも意欲や資質能力の向上、教師間のチームワーク、子どもにプラスに働くなど

の項目において、「そう思わない、あまりそう思わない」が７割を超す結果となっている（表
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表２　Ａ県における教員評価の効果

教員評価は、教員の職務に対する「意欲」を向上させる

ａ＋ｂ全体とてもそう思う:ｂそう思う:ａそう思わない全くそう思わない

n.s.７３３６４４６９１９０１０１N２００３年調査

２０.１％１００.０％１.１％１９.０％５２.２％２７.７％％

７７４８６５７２２４５１６４N２００７年調査

１５.８％１００.０％１.０％１４.８％５０.４％３３.７％％

１５０８５０９１４１４３５２６５N合計

１７.６％１００.０％１.１％１６.６％５１.２％３１.２％％

教員評価は、教員の「専門的力量」を向上させる

ａ＋ｂ全体とてもそう思う:ｂそう思う:ａそう思わない全くそう思わない

***１３７３６２１０１２７１５９６６N２００３年調査

３７.８％１００.０％２.８％３５.１％４３.９％１８.２％％

１１３４８６４１０９２２８１４５N２００７年調査

２３.３％１００.０％０.８％２２.４％４６.９％２９.８％％

２５０８４８１４２３６３８７２１１N合計

２９.５％１００.０％１.７％２７.８％４５.６％２４.９％％

教員評価は、教員集団の協働関係を強める

ａ＋ｂ全体とてもそう思う:ｂそう思う:ａそう思わない全くそう思わない

n.s.３０３６４１２９１８７１４７N２００３年調査

８.２％１００.０％０.３％８.０％５１.４％４０.４％％

４４４８６３４１２４２２００N２００７年調査

９.１％１００.０％０.６％８.４％４９.８％４１.２％％

７４８５０４７０４２９３４７N合計

８.７％１００.０％０.５％８.２％５０.５％４０.８％％

教員評価は、学校改善に結びつく

ａ＋ｂ全体とてもそう思う:ｂそう思う:ａそう思わない全くそう思わない

***１１６３６３１０１０６１７９６８N２００３年調査

３２.０％１００.０％２.８％２９.２％４９.３％１８.７％％

１１５４８４６１０９２１８１５１N２００７年調査

２３.８％１００.０％１.２％２２.５％４５.０％３１.２％％

２３１８４７１６２１５３９７２１９N合計

２７.３％１００.０％１.９％２５.４％４６.９％２５.９％％

諏訪（２０１０）をもとに作成



３）。

諏訪（２０１５）は、２０１４年１月にＡ県にて教員評価における目標管理の効果について調査を行

い、目標管理の効果については「自分自身を見つめなおすことができる」、「管理職との相互理

解が深まる」ことに関しては点数が５段階評定の論理的中央値の２.５を超えるものの、「意欲や

力量の向上」、「学校の活性化」については低い点数であること、目標管理の効果認識を高めて

いるのは、「管理職や同僚からのアドバイスや協働」、「校長との肯定的関係」であることを示

した（表４、表５）。

以上、これまでの研究を概観すると、総じて日本の学校においては、教員評価は教員の意欲

や資質能力の向上、学校の活性化につながっておらず、システムの開始以降、その改善もあま

り見られないように思われる４。

東京都が教員評価システムをはじめて約２０年、その間に教員評価システムにもさまざまな改

善がなされてきたはずである。当然、それまでの反省や問題点の指摘をもとにして、改善が
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表３　人事考課制度は、どのような働きをしていると思いますか

（東京都公立小中学校、回答者１９４人、２０１１年２月）

業績評価制度によって教育への意欲が高まる

そうは思わないあまりそうは思わないどちらとも言えないややそう思うそう思う

３８％３３％１８％１０％１％

この制度が自分の資質能力向上に役立っている

４３％３１％１８％７％１％

管理職とのコミュニケーションが増え、良好な人間関係が築けるようになっている

３１％３２％２７％８％２％

学校での教師間のチームワークが良くなる

４８％３１％２０％１％０％

この制度によって多忙感が増す

３％６％１８％３０％４３％

この制度は教育の質的向上をもたらし、子どもたちにとってプラスに働いていると思う

４２％３６％２４％７％１％

久富（２０１７）をもとに作成

４　教員に比べ、管理職を対象とした調査においては、しばしば教員評価システムに対して肯定的な結
果が得られている（たとえば勝野，２００４；大阪府教育委員会，２０１８）。本研究ではまずは被評価者で
ある教員における教員評価についての効果を明らかにすることを目指しており、評価者における効果
については別稿にて取り上げたい。
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あってしかるべきであるが、それによって果たして教員評価は教員の意欲や資質能力の向上、

学校の活性化という目的を果たせるようになったのだろうか。

４．評価・育成システムに関するアンケートについて

実施日時　本研究で分析を行う、大阪府教育委員会が行った「教職員の評価・育成システムに

関するアンケート」は２０１７年８月１日から３１日に、Web によって行われた。

対象者　評価者は二次評価者全員であり、府立学校長、副校長、市町村教育長（政令市除く）、

市町村立学校長であった。被評価者は府立学校教職員、市町村立学校教職員（政令市除く）で

あり、無作為抽出で行われた。評価者は１,０７２名、被評価者は４,５５６名であった。本研究ではこ

のうち、被評価者すなわち教職員のデータ分析を行う。

調査項目　調査項目は、属性、自己申告票、授業アンケート、面談、評価方法、学校運営に関

するシート、システム全体、給与反映、システム全体についての意見であった。自己申告票か

ら給与反映までは選択肢を選ぶ方式であり、システム全体についての意見は１,０００字以内の自由

記述であった。論文では、質的データである「システム全体についての意見」の自由記述を中
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表５　目標管理の効果認識を被説明変数とする重回帰分析

高等学校中学校小学校

β値β値β値

性別

ミドルリーダー

年齢

教員通算経験年数

総教員数

０.１７１**目標項目の熟考（自己目標シートの作成）

０.２６７**０.３１８***０.３７５***管理職・同僚からのアドバイスや共有・協働（自己目標シートの作成）

当初面談における管理職とのコミュニケーション

中間面談における管理職とのコミュニケーション

最終面談における管理職とのコミュニケーション

授業観察における管理職とのコミュニケーション

０.３０６***目標管理における同僚との共有・協働の工夫

０.２０８*一体的・成長的雰囲気（組織文化・風土）

０.３７１***０.２７７***０.２８２***校長との肯定的関係

０.４７６***０.４２９***０.３９４***決定係数

諏訪（２０１５）をもとに作成
***：p＜０.００１、**：p＜０.０１、*：p＜０.０５



心に分析を行い、適宜その他の量的データについて言及を行う。

調査の問題点　なお今回のアンケートには大きな問題点がある。それはこのアンケートが評価・

育成システムの存続を前提にしており、それ故にこのシステムに反対し、廃止を望む意見を表

明できる選択肢があらかじめ排除されていることである。たとえば、「教職員の意欲を向上し、

組織の活性化を図るために、評価結果の給与反映をどのように改善すればよいと思いますか」

の選択肢に、２０１０年の調査では存在した「昇給（給料）への反映をなくす（勤勉手当のみ反映

する）」が無くなっているのである。前回調査では評価者で２５.８％、被評価者で２３％の者がその

選択肢を選んだにも関わらずである。その結果、この給与反映に関する質問には被評価者にお

いて５２８名、１１.６％もの無回答者が出ている。

このようなアンケートの恣意性は後述するようにシステム全体についての意見の自由記述に

も示されており、大きな問題であると思われる。

５．量的データの確認

評価・育成システムの目的は、大阪府教職員の評価・育成システムの手引きによると、すべ

ての教職員が「学校の目標を共有」し、「意欲的に取り組みを進めること」であり、自己評価

と校長等による評価を通じ、「教職員が自らの意欲・資質能力を一層高めること」であり、「学

校の教育活動をはじめとする様々な活動を充実させるとともに、学校や校内組織の活性化を

図っていくこと」である。このような目的は十分果たされているのだろうか。大阪府のアン

ケート結果より、上記の目的に関連する量的データを確認しておこう。

まず評価・育成システムが「学校目標の共有」につながっているかどうかについては、「よ

くつながっている、つながっている」が３２.９％、「あまりつながっていない、全くつながってい

ない」が６６.８％である。評価・育成システムが「資質・能力の向上」につながっているかどう

かについては、よくつながっている、つながっている」が３３.０％、「あまりつながっていない、

全くつながっていない」が６６.９％である。評価・育成システムが「教育活動等の充実および学

校の活性化」につながっているかどうかについては、「よくつながっている、つながっている」

が２６.９％、「あまりつながっていない、全くつながっていない」が７２.５％である。前回調査２０１０

年と比べるとどれも同じくらいか、むしろつながっていないと答える割合が増えており、評価・

育成システムが本来目指す目的を果たすための改善ができていないことを示している。またす

でに示した勝野の２００１年の結果や諏訪の２００３年、２００７年の結果、久富の２０１１年の結果も同じよ
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うなものであり、この２０年間変わらず、おおよそ３分の２以上の教員が、教員評価システムが

本来の目的を果たせていないと考えていると言ってもいいだろう。

その一方、評価結果の給与反映が「意欲や資質能力の向上」につながっているかどうかにつ

いて、前回２０１０年調査よりも「つながっている」の割合が大きく増えており（２７.１ポイント）、

「よくつながっている、つながっている」が４２.４％、「あまりつながっていない、全くつながっ

ていない」が５７.１％である。つまり給与に差をつける基準となるシステムである評価・育成シ

ステムは改善していない、もしくは十分機能していないと思われているにもかかわらず、給与

反映は意欲や資質能力の向上につながるようになっているという結果である。この評価・育成

システムによる給与反映が教職員にどのような影響を与えているかは後に考察する。

このように評価・育成システムが本来の目的を果たせていないのには可能性として大きく２

つの理由が考えられる。ひとつはここ２０年間の評価・育成システムも含めた教員評価システム

の改善が不十分であるということである。それは言い換えれば今後改善を続ければ目指す目的

がかなえられるということを意味する。もうひとつは評価・育成システムも含めた教員評価シ

ステムがめざす目的を果たすことに致命的な欠陥があるということである。この場合、極論す

れば評価・育成システムなどの教員評価システムの廃止も視野に入れる必要がある。もちろん

欠陥があるからと言ってそのことがただちに教員評価システムを廃止することにはつながらな

いだろうが、もし本質的な欠陥を明らかにすることができたなら、今後システムを改善・運用

していくにあたっても重要な着眼点となりうる。

はたして大阪府の教職員は評価・育成システムについてどのように考えているのだろうか。

ここではまず評価・育成システムの持つマイナス点に注目したい。それは２０年にわたってさま

ざまな教員評価システムの改良が目指されているにもかかわらず、なぜ今だ、おおよそ３分の

２もの教職員が、評価・育成システムが本来の目的を果たせていないと考えるのかを明らかに

するためである。その後、評価・育成システムに対する肯定的な意見についても分析を行う。

６．分析方法

�　ディープラーニングによる感情分析

　まず「システムについての意見（１,０００文字以内）」の自由記述の特徴を明らかにするために、

感情分析（sentiment analysis）を行った。感情分析は、機械学習を使用して、文章の感情（ポ

ジティブ、ネガティブ、ニュートラルなど）を自動的に読み取る分析である。
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被評価者（教職員）４,５５６人のうち、自由記述を行っていた者は、２,７７０名であった。この自

由記述について、Google の提供する Natural Language API に自由記述データを供し、感情

値（score）と感情の強さ（magnitude）を出力した５。感情値は文の全体的な感情を示してお

り、ビックデータによって付与された単語の持つ感情値をもとに算出される。感情の強さは、

その文に感情的な内容がどのくらい含まれているかを示す。感情値は理論的には－１.０～１.０の

値を取り、－１.０が最もネガティブな感情値であり、１.０が最もポジティブな感情値である。今

回の調査では感情値は―０.９～０.９までの０.１点刻みでの出力としている。感情の強さは０以上の

値を取り、文の長さに比例する傾向がある。

一人の自由記述は複数の文章からなっているため、読点を基本に文章１文ごとに分解した。

それぞれの文章について感情値と感情の強さを出力し、一人のデータについてすべての文章を

合わせた感情値と感情の強さも出力した。本研究では、１
　

 文ごとの感情値を分析対象とする。

�　テキストマイニングによる KWIC コンコーダンス分析

　得られた自由記述について、テキストマイニングを行うソフトウェアである KH コーダーを

使用したテキスト分析を行った６。テキストマイニングとは、文章から意味のある情報や特徴

を見つけ出そうとする技術である。本研究では、KH コーダーによってテキストマイニングを

行い、さらに KWIC コンコーダンスによって自由記述にどのような特徴があるのかを明らかに

した。KWIC とは、「Keyword in context」の略であり、KWIC コンコーダンスは特定の語を

前後の文脈とともに示した索引といった意味である（たとえば末吉，２０１９）。この分析によっ

て自由記述において特定語がどのくらい、どのような文脈で記述されているのかがわかり、評

価・育成システムに対する評価も見えてくると思われる。

７．分析結果と考察

本研究では、まず評価・育成システムについての評価を表していると思われた感情値につい

て、感情値が強くネガティブな記述に注目した。なぜならそれらの記述に、なぜこの２０年間一

貫して評価・育成システムも含めた教員評価が本来の目的を果たせていないとの結果が示され
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５　分析は、株式会社トライネットに委託して行われた。
６　KH コーダーは、樋口耕一が著作権を持つフリー・ソフトウェアであり、テキスト型（文章型）デー

タを統計的に分析することができる。https://khcoder.net/ から入手可能である



ているのか、言い換えればなぜ「評判が悪い」のかの理由があると思われたためである。具体

的には感情分析によって算出された感情値が－０.９の記述についてピックアップし、記述の類似

性からそれらの記述の意味について考察する。

まず、感情値－０.９の自由記述は４５９であった。それらについて、その記述の内容の類似性に

よって分類を行った。その結果、「評価が適正でなく、評価されるべき人が評価されない（９３

記述）」、「がんばっても評価が低いとやる気がなくなる、そのような評価をする管理職への不

満（８５記述）」、「本来の目的（育成・やる気向上・学校の活性化など）を果たせておらず、廃

止すべき（７２記述）」、「授業アンケートが不公正である（３６記述）」、「教育の場にシステムがそ

ぐわない（３４記述）「このアンケート（評価・育成システムについてのアンケート）自体が不

適切（２８記述）」「給与反映への反対（２７記述）」「やる気のない人を排除することができない、

一方できる人に仕事が集中（１２記述）」「多忙化の原因になることへの不満（１０記述）」「その他

分類不能（５６記述）」に分類することができた。「その他分類不能」以外の内容例を表６、表７

に示す。

これらの自由記述からは、まだまだ評価・育成システムに対して多くの者が不満を抱えてい

ることが示唆される。特に評価のあいまいさ、そのような評価を行う管理職への不満、そのよ

うな恣意的な評価によって引き起こされるやる気の低下、評価・育成システムの本来の目的で

あるはずの教職員の意欲や資質能力の向上、学校の活性化にシステムが役立っていないこと、

さらには授業アンケートへの不満などが多く記載されている。

量的データにおいては、２０１０年の調査に比べ、２０１７年の調査では給与反映を認める意見が多

くなってきているが、今回の自由記述からは、それは必ずしも評価・育成システムが受け入れ

られたためではないことが示唆される。むしろ時代の流れとして給与反映は仕方がない、また

がんばった人により報いる給与体系が必要であることは認めながらも、そうであるからこそ、

評価・育成システムによる評価の基準のあいまいさが大きな不満になっていると思われる。つ

まり、すでに評価・育成システムが導入されて１５年近く（東京の教員評価システム導入からす

れば２０年）経過しているにもかかわらず、導入当初以来、危惧され続けている評価基準のあい

まいさが解決できていないのである。 
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目
に

つ
く

こ
と

の
み

で
評

価
さ

れ
る

の
は

、
教

員
の

成
長

に
つ

な
が

ら
な

い
し

、
組

織
と

し
て

も
盛

り
上

が
ら

な
い

。
よ

っ
て

、
評

価
者

の
評

価
基

準
を

明
確

に
す

る
、

も
し

く
は

廃
止

す
る

方
が

賢
明

だ
と

考
え

る
。

意
見

が
合

わ
な

い
と

き
は

、
評

価
を

下
げ

ら
れ

た
。

一
方

、
評

価
者

が
偏

っ
た

基
準

で
評

価
を

し
て

い
る

と
被

評
価

者
が

感
じ

る
と

、
被

評
価

者
の

意
欲

が
低

下
し

、
シ

ス
テ

ム
が

有
効

に
活

用
で

き
な

い
と

感
じ

る
。

「
何

の
評

価
を

し
て

い
る

の
か

」
と

い
う

疑
問

し
か

残
ら

な
い

。
各

所
属

、
各

業
種

に
よ

り
職

務
の

内
容

も
異

な
り

、
評

価
者

の
考

え
方

ひ
と

つ
で

変
わ

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

で
は

正
し

い
評

価
が

な
さ

れ
て

い
る

と
は

思
え

な
い

。
管

理
職

だ
と

ど
う

し
て

も
主

観
や

個
人

的
な

好
き

嫌
い

が
入

り
、

そ
れ

で
も

っ
て

給
与

が
左

右
さ

れ
る

の
は

平
等

を
う

た
っ

て
い

る
教

育
界

で
は

全
く

矛
盾

し
て

い
る

。
頑

張
っ

た
教

員
が

評
価

さ
れ

る
べ

き
だ

と
い

う
意

見
も

あ
る

が
、

何
を

も
っ

て
頑

張
っ

た
と

評
価

す
る

の
か

の
基

準
が

曖
昧

な
中

で
は

、
評

価
結

果
の

給
与

へ
の

反
映

は
、

不
信

感
や

や
る

気
の

低
下

を
も

た
ら

す
だ

け
だ

と
考

え
る

。
頑

張
っ

た
者

の
給

与
が

上
が

る
の

は
間

違
っ

て
は

い
な

い
と

思
う

が
、

頑
張

っ
た

者
の

選
出

が
常

に
正

し
く

行
え

な
い

以
上

実
行

す
る

べ
き

で
は

な
い

。
給

料
に

反
映

さ
せ

る
の

で
あ

れ
ば

、
評

価
が

曖
昧

で
分

か
り

に
く

い
シ

ス
テ

ム
の

ま
ま

で
行

っ
て

い
る

現
状

に
疑

問
を

感
じ

る
。

◆
が

ん
ば

っ
て

も
評

価
が

低
い

と
や

る
気

が
な

く
な

る
、

そ
の

よ
う

な
評

価
を

す
る

管
理

職
へ

の
不

満
（

８５
記

述
）

ま
た

、
低

い
評

価
を

受
け

た
教

職
員

が
明

ら
か

に
仕

事
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
な

く
し

て
い

る
よ

う
感

じ
ら

れ
、

特
定

の
職

員
に

仕
事

が
集

中
し

て
し

ま
っ

て
い

る
よ

う
に

思
え

る
。

ま
た

、
評

価
者

で
あ

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

授
業

の
様

子
を

見
て

い
る

回
数

が
１

回
で

あ
っ

た
り

、
ひ

ど
い

場
合

に
は

、
全

く
見

ず
に

他
者

の
評

判
の

み
を

参
考

に
評

価
し

て
い

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

保
護

者
の

授
業

力
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
は

担
任

に
は

具
体

的
に

知
ら

さ
れ

ず
、

結
果

が
良

く
な

か
っ

た
か

ら
と

い
う

一
言

で
「

指
導

力
不

足
」

と
管

理
職

か
ら

評
価

さ
れ

、
シ

ョ
ッ

ク
が

大
き

く
、

意
欲

低
下

ど
こ

ろ
で

は
な

か
っ

た
。

や
る

気
を

低
下

さ
せ

る
要

因
に

な
っ

て
し

ま
う

と
考

え
ま

す
。

以
前

に
ひ

ど
い

評
価

を
受

け
た

、
い

つ
も

は
「

Ｓ
」

だ
が

、
そ

の
校

長
の

時
だ

け
「

Ｂ
」

だ
っ

た
。

意
欲

低
下

に
し

か
つ

な
が

り
ま

せ
ん

。
意

欲
低

下
を

助
長

す
る

シ
ス

テ
ム

と
な

っ
て

い
る

現
状

打
開

を
強

く
希

望
す

る
。

一
生

懸
命

子
ど

も
の

た
め

に
努

力
し

て
も

同
僚

や
評

価
者

に
は

認
め

ら
れ

ず
、

パ
ワ

ハ
ラ

を
受

け
、

と
う

と
う

給
食

も
喉

を
通

ら
ず

胃
潰

瘍
に

な
り

、
体

重
が

激
減

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。

◆
本

来
の

目
的

（
育

成
・

や
る

気
向

上
・

学
校

の
活

性
化

な
ど

）
を

果
た

せ
て

お
ら

ず
、

廃
止

す
べ

き
（

７２
記

述
）

◇
教

員
の

意
欲

向
上

・
能

力
向

上
に

ま
っ

た
く

つ
な

が
っ

て
い

な
い

だ
け

で
は

な
く

、
学

校
の

教
育

活
動

を
妨

害
し

て
い

る
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

即
刻

廃
止

す
る

べ
き

で
す

。
全

く
意

味
が

な
い

「
シ

ス
テ

ム
」

で
あ

る
の

で
、

紙
の

無
駄

遣
い

、
時

間
の

無
駄

遣
い

で
あ

る
と

感
じ

る
。

「
Ｃ

」
評

価
の

続
く

人
を

や
め

さ
せ

る
た

め
に

で
き

た
制

度
か

も
し

れ
な

い
が

、
実

際
そ

う
は

な
っ

て
い

な
い

。
Ｓ

が
つ

い
て

も
当

た
り

前
と

し
か

思
え

な
い

し
、

虚
し

さ
し

か
残

ら
な

い
。

②
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
と

し
て

発
揮

さ
れ

て
い

な
い

。
こ

う
い

う
仕

事
を

評
価

す
る

こ
と

が
そ

も
そ

も
お

か
し

い
。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら

、
現

状
の

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
教

員
個

人
の

意
欲

や
資

質
の

向
上

に
ま

っ
た

く
役

に
立

っ
て

い
な

い
上

、
学

校
の

活
性

化
に

も
寄

与
し

て
い

な
い

の
で

、
即

座
に

廃
止

す
べ

き
で

あ
る

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

で
き

る
前

後
で

、
私

自
身

の
仕

事
に

対
す

る
姿

勢
に

変
化

は
な

く
、

で
き

る
こ

と
な

ら
廃

止
を

望
み

ま
す

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

一
刻

も
早

い
廃

止
を

望
む

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

教
員

間
の

不
満

、
不

信
を

助
長

し
、

教
員

同
士

を
分

断
し

て
い

く
だ

ろ
う

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
自

体
が

全
く

意
味

が
な

い
こ

と
だ

と
思

う
。

◆
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

が
不

公
正

で
あ

る
（

３６
記

述
）

労
働

意
欲

を
下

げ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
は

即
廃

止
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

○
教

職
員

へ
の

評
価

は
、「

生
徒

の
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

評
価

の
柱

の
１

つ
に

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
が

、「
生

徒
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
」

は
生

徒
の

先
生

に
対

す
る

好
き

嫌
い

で
大

き
く

影
響

さ
れ

、
本

来
の

質
問

に
正

し
く

答
え

て
い

な
い

。
い

い
加

減
な

生
徒

達
は

い
い

加
減

な
こ

と
し

か
書

か
な

い
の

で
。

か
つ

て
、

生
徒

や
保

護
者

の
辛

ら
つ

な
意

見
が

文
字

化
さ

れ
て

職
員

会
議

で
配

布
さ

れ
、

毅
然

と
叱

れ
る

教
員

の
意

欲
を

低
下

さ
せ

る
と

危
惧

さ
れ

ま
し

た
。

そ
う

し
な

い
と

授
業

の
改

善
に

つ
な

が
り

ま
せ

ん
。

そ
う

で
な

い
と

、
正

確
な

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

が
出

な
い

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

す
る

意
味

が
な

い
。

そ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
が

実
際

に
教

員
の

資
質

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
ま

だ
我

慢
も

で
き

る
が

、
実

際
は

何
の

役
に

も
立

た
な

い
。

そ
の

よ
う

な
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
で

、
給

料
が

上
昇

す
る

な
ら

ま
だ

し
も

低
下

す
る

の
は

納
得

が
い

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

H
R

 で
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

を
生

徒
に

さ
せ

て
い

る
場

で
生

徒
が

「
ア

ン
ケ

ー
ト

に
悪

い
評

価
を

し
た

ら
給

料
が

下
が

る
の

か
」
「

あ
い

つ
は

む
か

つ
く

か
ら

悪
い

評
価

を
つ

け
て

や
っ

た
」「

先
生

の
こ

と
は

い
い

評
価

に
し

て
お

い
た

か
ら

」
と

い
う

よ
う

な
こ

と
を

言
っ

て
い

る
の

を
た

び
た

び
聞

く
の

で
、

非
常

に
心

苦
し

い
思

い
が

あ
る

。

◆
教

育
の

場
に

シ
ス

テ
ム

が
そ

ぐ
わ

な
い

（
３４

記
述

）
い

ず
れ

に
し

て
も

日
本

社
会

の
職

場
風

土
に

は
合

わ
な

い
評

価
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
特

に
人

間
を

育
て

る
教

育
と

い
う

場
に

は
全

く
な

じ
ま

な
い

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
そ

の
も

の
が

、
学

校
と

い
う

現
場

に
全

く
合

わ
な

い
も

の
だ

と
感

じ
て

い
る

。
そ

の
よ

う
な

教
育

に
対

し
て

こ
の

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

は
ほ

ぼ
無

力
で

あ
り

、
本

来
の

教
育

に
対

し
て

適
応

し
て

い
な

い
と

い
え

る
。

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
教

育
力

を
高

め
て

い
る

公
立

高
校

の
現

場
の

実
態

に
こ

の
制

度
は

不
適

切
で

あ
る

。
ま

し
て

支
援

学
校

に
お

い
て

は
、

チ
ー

ム
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
が

教
育

活
動

の
根

幹
を

占
め

て
お

り
、

教
職

員
の

輪
を

乱
し

意
欲

の
低

下
を

き
た

す
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。

ま
た

、
現

場
で

の
評

価
も

何
が

評
価

さ
れ

る
べ

き
か

非
常

に
曖

昧
で

あ
り

、
教

育
の

現
場

は
数

字
で

は
測

れ
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
ま

た
授

業
以

外
の

分
掌

、
担

任
、

ク
ラ

ブ
指

導
等

々
、

同
僚

達
と

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
が

な
い

と
成

り
立

た
な

い
教

職
の

業
務

に
、

こ
の

評
価

で
教

員
達

は
意

欲
を

な
く

し
、

分
断

さ
れ

て
い

く
雰

囲
気

を
現

場
で

は
生

み
出

し
て

い
る

。
み

ん
な

で
作

っ
て

い
る

学
校

教
育

な
の

に
、

個
人

が
評

価
さ

れ
る

と
い

う
公

平
性

の
な

い
、

結
果

は
す

ぐ
に

現
れ

る
も

の
で

は
な

い
の

に
根

拠
の

な
い

評
価

に
よ

っ
て

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
奪

う
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

た
だ

ち
に

給
与

反
映

を
や

め
、

評
価

自
体

も
や

め
る

べ
き

で
す

。
も

の
を

売
っ

て
成

果
を

出
す

仕
事

で
は

な
い

、
教

育
は

人
間

を
育

て
る

仕
事

で
あ

る
の

に
い

っ
た

い
教

師
の

何
を

評
価

す
る

の
か

全
く

よ
く

わ
か

ら
な

い
。

一
定

の
人

間
は

下
位

評
価

を
さ

れ
て

も
仕

方
が

な
い

と
い

う
、

人
を

大
切

に
し

な
い

、
不

誠
実

な
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

は
即

刻
廃

止
す

べ
き

で
す

。
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表
７

　
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

評
価

の
特

徴
�

◆
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

（
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
）

自
体

が
不

適
切

（
２８

記
述

）

○
ア

ン
ケ

ー
ト

選
択

肢
も

既
存

シ
ス

テ
ム

あ
り

き
で

構
成

さ
れ

て
お

り
、

シ
ス

テ
ム

全
体

に
疑

義
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
も

の
で

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
設

計
自

体
が

不
適

切
で

あ
る

。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

ひ
ど

さ
が

目
立

ち
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

前
提

が
お

か
し

い
設

問
が

多
い

。

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
、

何
も

該
当

し
な

い
場

合
は

空
欄

で
提

出
し

ま
し

た
。

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
で

は
現

行
の

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

の
存

続
が

前
提

で
あ

り
、

制
度

そ
の

も
の

の
問

題
点

を
洗

い
出

す
こ

と
が

で
き

ず
、

改
善

に
繋

が
ら

な
い

。

シ
ス

テ
ム

あ
り

き
に

立
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
あ

り
、

設
問

が
誘

導
的

で
選

択
肢

か
ら

選
ぶ

の
に

困
っ

た
。

◆
給

与
反

映
へ

の
反

対
（

２７
記

述
）

こ
の

よ
う

な
世

の
中

で
あ

る
か

ら
よ

り
同

僚
性

が
必

要
で

あ
る

の
で

給
与

に
評

価
を

反
映

す
る

の
は

よ
ほ

ど
の

こ
と

が
無

い
限

り
は

や
く

や
め

て
ほ

し
い

。

こ
の

評
価

を
給

料
に

反
映

す
る

と
は

、
協

力
し

て
学

校
運

営
や

教
育

活
動

を
行

っ
て

い
る

集
団

を
分

断
し

、
や

る
気

を
喪

失
す

る
も

の
で

し
か

な
い

。

シ
ス

テ
ム

の
目

的
に

掲
げ

て
あ

る
内

容
は

理
解

し
ま

す
が

、
賃

金
に

影
響

さ
せ

脅
し

の
よ

う
な

方
法

に
廃

止
を

求
め

ま
す

。

そ
う

い
う

点
で

、
仕

事
に

対
し

て
の

意
欲

は
変

わ
ら

な
い

が
、

給
料

の
こ

と
を

考
え

る
と

腹
が

立
つ

。

そ
も

そ
も

学
校

は
集

団
で

教
育

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
給

与
に

差
を

つ
け

て
、

意
欲

を
引

く
出

す
と

い
う

シ
ス

テ
ム

は
そ

ぐ
わ

な
い

。

そ
も

そ
も

低
い

給
与

設
定

な
の

に
よ

く
分

か
ら

な
い

評
価

基
準

で
給

与
額

が
決

ま
る

こ
と

自
体

（
評

価
が

上
で

あ
っ

て
も

）
意

欲
の

低
下

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

そ
ん

な
も

の
で

給
与

が
左

右
さ

れ
る

な
ど

、
許

せ
な

い
。

だ
か

ら
、

そ
れ

も
給

料
ま

で
反

映
さ

れ
る

な
い

よ
う

と
し

て
認

め
難

い
理

由
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。

ま
し

て
や

、
評

価
を

行
え

な
い

中
で

の
給

与
反

映
は

、
す

っ
き

り
し

ま
せ

ん
。

ま
た

給
与

反
映

を
し

て
い

る
の

で
余

計
に

そ
の

矛
盾

感
は

拡
大

し
て

し
ま

う
。

給
与

等
で

差
を

つ
け

る
こ

と
は

教
員

間
の

関
係

性
を

悪
化

さ
せ

こ
そ

す
れ

、
良

化
は

し
な

い
。

給
与

反
映

、
人

事
な

ど
を

ち
ら

つ
か

せ
、

意
欲

低
下

ど
こ

ろ
か

教
師

生
命

を
絶

つ
事

態
も

生
ん

で
い

る
。

給
与

反
映

に
よ

る
影

響
は

、
学

校
内

で
の

足
の

引
っ

張
り

合
い

、
子

ど
も

の
切

捨
て

、
見

る
に

耐
え

な
い

状
況

で
す

。

◆
や

る
気

の
な

い
人

を
排

除
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

、
一

方
で

き
る

人
に

仕
事

が
集

中
（

１２
記

述
）

・
経

験
豊

富
な

ベ
テ

ラ
ン

の
教

師
が

若
手

の
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

軽
さ

に
頼

っ
て

意
図

的
に

平
均

以
下

の
仕

事
量

し
か

こ
な

し
て

い
な

い
の

が
見

え
た

り
、

時
間

の
圧

倒
的

不
足

に
よ

り
仕

事
が

で
き

る
人

ほ
ど

一
人

で
抱

え
込

ん
で

い
る

様
子

を
見

る
と

こ
の

シ
ス

テ
ム

に
意

義
が

見
い

だ
せ

な
い

。

き
っ

ち
り

と
仕

事
を

し
て

い
な

い
教

師
を

処
罰

す
る

の
に

は
何

の
意

義
も

な
い

。

格
段

、
勤

務
態

度
が

わ
る

い
人

に
関

し
て

は
、

給
与

を
下

げ
る

な
ど

、
数

名
に

Ｂ
や

Ｃ
の

評
価

が
付

け
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

こ
と

が
お

か
し

い
。

給
与

の
面

か
ら

見
る

と
、

年
功

序
列

に
よ

る
給

与
差

は
あ

る
一

定
は

仕
方

が
な

い
と

思
う

が
、

自
分

が
近

く
か

ら
見

て
も

明
ら

か
に

職
務

怠
慢

を
し

て
い

る
人

が
自

動
的

に
毎

年
給

与
が

上
が

っ
て

い
く

シ
ス

テ
ム

、
ま

た
そ

の
よ

う
な

人
と

同
じ

当
り

障
り

の
な

い
評

価
の

ラ
ン

ク
を

つ
け

ら
れ

る

の
は

正
直

や
る

気
が

そ
が

れ
る

し
、

動
く

人
間

と
動

か
な

い
人

間
が

ど
う

し
て

同
じ

評
価

に
な

る
の

か
理

解
に

苦
し

む
し

、
正

直
者

が
バ

カ
を

見
て

い
る

と
思

う
。

大
し

て
仕

事
を

し
て

い
な

い
奴

に
　

金
を

渡
し

た
く

な
い

と
い

う
気

持
ち

は
わ

か
る

が
、

長
く

学
校

に
い

れ
ば

え
ら

い
と

思
っ

て
い

る
教

員
で

あ
る

と
か

、
５　

 
時

に
な

っ
た

ら
お

も
む

ろ
に

パ
ソ

コ
ン

を
開

い
て

仕
事

を
し

た
ふ

り
す

る
教

員
だ

と
か

半
分

以
上

の
生

徒
が

寝
て

て
も

平
気

な
教

員
だ

と
か

成
績

が
悪

い
の

は
勉

強
し

な
い

生
徒

の
せ

い
だ

と
か

言
っ

て
る

教
員

に
は

非
常

に
腹

が
立

つ
。

指
導

力
不

足
ま

た
は

人
間

的
に

課
題

が
あ

る
（

対
生

徒
・

保
護

者
対

応
や

同
僚

等
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

）
教

員
が

い
て

、
「

仕
事

が
で

き
な

い
」
「

や
ろ

う
と

し
な

い
」

人
に

も
Ａ

評
価

が
つ

い
て

お
り

（
本

人
談

）、
そ

れ
を

被
っ

て
い

る
人

間
も

、
良

く
て

も
Ｓ

し
か

つ
か

な
い

（
そ

れ
で

も
Ａ

の
人

も
い

る
）

た
め

割
に

合
わ

な
い

。

充
分

に
評

価
し

て
も

ら
え

な
い

ば
か

り
か

、
職

務
専

念
義

務
に

違
反

し
て

い
た

り
、

教
職

者
と

し
て

い
か

が
な

も
の

か
と

い
う

勤
務

態
度

の
職

員
が

い
て

、
管

理
職

に
そ

の
旨

を
伝

え
て

も
（

他
の

教
職

員
か

ら
同

様
の

意
見

を
聞

い
て

い
る

と
し

な
が

ら
も

）
何

も
改

善
（

指
導

）
に

動
い

て
も

ら

え
な

い
の

で
、

困
っ

て
い

る
。

出
来

る
人

に
は

ど
ん

ど
ん

仕
事

が
回

っ
て

き
て

、
出

来
な

い
、

や
ら

な
い

人
に

は
、

仕
事

が
回

ら
な

い
、

そ
れ

で
も

年
輩

の
方

は
若

い
人

達
よ

り
多

く
の

給
与

を
も

ら
っ

て
い

る
。

◆
多

忙
化

の
原

因
に

な
る

こ
と

へ
の

不
満

（
１０

記
述

）

校
務

分
掌

、
学

級
運

営
、

保
護

者
対

応
で

多
忙

の
中

、
負

担
を

増
や

し
、

意
欲

の
向

上
に

も
つ

な
が

ら
な

い
こ

の
シ

ス
テ

ム
に

必
要

性
を

感
じ

た
こ

と
が

な
い

。

自
己

申
告

票
の

作
成

に
時

間
を

取
ら

れ
、

本
来

の
業

務
に

時
間

を
使

え
な

い
の

は
本

末
転

倒
で

あ
る

。

職
務

が
繁

忙
に

な
り

そ
の

上
給

与
も

安
定

し
な

い
状

況
で

職
務

に
専

念
で

き
る

と
思

っ
て

お
ら

れ
ま

す
か

。

全
国

的
に

比
べ

て
給

与
の

少
な

さ
や

過
重

労
働

、
精

神
的

な
病

気
休

暇
の

多
さ

な
ど

、
教

職
員

の
負

担
が

多
す

ぎ
ま

す
。

日
々

、
多

忙
を

極
め

、
教

育
条

件
の

悪
化

が
進

み
、

家
庭

環
境

を
見

て
も

恵
ま

れ
て

い
る

と
言

え
な

い
大

阪
府

下
の

状
況

で
こ

の
シ

ス
テ

ム
を

今
後

も
推

し
進

め
る

事
は

、
大

阪
府

の
教

育
そ

の
も

の
の

崩
壊

を
生

む
結

果
と

な
り

う
る

。

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
の

記
述

は
煩

雑
で

超
多

忙
な

教
職

員
に

と
っ

て
迷

惑
な

文
書

作
成

と
な

っ
て

い
る

。

評
価

育
成

の
シ

ス
テ

ム
を

書
く

作
業

は
日

々
の

忙
し

さ
に

拍
車

を
か

け
、

書
い

て
も

数
値

化
す

る
よ

う
に

書
き

直
し

を
要

求
さ

れ
、

苦
痛

し
か

あ
り

ま
せ

◆
給

与
を

減
ら

す
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

こ
と

へ
の

不
満

（
６

記
述

）

そ
れ

に
も

関
わ

ら
ず

、
初

め
か

ら
減

額
あ

り
き

の
現

状
だ

と
意

欲
向

上
に

繋
が

る
は

ず
も

な
い

。

と
の

評
価

で
Ａ

評
価

の
減

給
は

、
評

価
が

お
か

し
い

の
か

給
与

形
態

が
お

か
し

い
の

か
理

解
に

苦
し

む
。

ま
ず

第
１

に
給

与
へ

の
反

映
は

、
Ｓ

で
さ

え
も

ボ
ー

ナ
ス

の
８０

数
％

で
意

欲
向

上
に

は
つ

な
が

ら
な

い
し

、
S

S
 は

ご
く

少
数

な
の

で
職

員
の

意
欲

向
上

に
は

つ
な

が
ら

な
い

。

ま
た

、
職

階
に

よ
る

給
料

表
の

上
限

に
到

達
し

た
も

の
は

、
高

評
価

を
得

て
も

実
質

給
料

は
上

が
ら

ず
、

低
評

価
を

受
け

た
者

と
同

じ
扱

い
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

か
ら

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
悪

影
響

を
与

え
て

い
る

。

教
職

員
の

業
務

評
価

を
し

意
欲

の
向

上
は

か
る

と
か

成
果

主
義

と
か

い
う

建
前

の
背

後
に

、
教

職
員

全
体

の
給

料
を

下
げ

人
件

費
の

削
減

を
行

う
と

い
う

本
音

が
見

え
見

え
で

、
よ

い
評

価
を

さ
れ

て
も

全
く

嬉
し

く
な

い
し

、
悪

い
評

価
を

さ
れ

れ
ば

や
る

気
が

低
下

す
る

。

本
来

は
発

生
す

べ
き

で
あ

る
人

件
費

の
搾

取
で

し
か

な
い

。



８．教員評価の不可能性

それでは評価・育成システムが今後、改善され、評価基準が明確で、客観的かつ公平・公正

なシステムになれば、また管理職への研修が適切に行われ、管理職が適正に評価をすることが

できたなら、そのシステムは教職員に受け入れられ、本来の目的を果たせるようになるのだろ

うか。今回の自由記述からは、教職員はそのような客観的かつ公平・公正な評価基準を設定す

ることがそもそも原理的に不可能であるととらえている者が多いことがうかがわれる。

表８は、KH コーダーを使った「不可能」という言葉に対する KWIC コンコーダンスであ

る。このデータからは、「性格や人生観、政治的信条の合う合わない」があり、「（評価をする

にあたって）感情をなくすことのできない」校長と教頭のたった２名（学校によっては副校長、

准校長を加えた３名が評価者となる）の「管理職」が、「協同で行われる」全員の教育活動を、

「個々人の成果として」、「客観的にかつ公平に評価するのは絶対に不可能」であると考えてい

ることがわかる。そしてそのような原理的に不可能な評価によって、給与に反映されることに

強く憤っているのである。

客観的かつ公平・公正な評価が難しいのには他にもいくつかの理由が示されている。たとえ

ば、「評価者の目に見える仕事だけが評価の対象」になり、「日常の先生方の、紙面（自己申告

票）では見えないがんばり」だったり、「見えないところで、がんばっている先生方」だった

り、「気づかないところで誰かがフォローしたり、本来自分の役割でなくてもサポートに回っ

てうまくまわせている」働きだったり、目に見えない働きが評価できないことである。

また「一昨年度の管理職には１ランク上の評価をされていて、それよりも進んだ取り組みを

して結果も出ていたのに、管理職が変わっただけでランクが下」がったり、「管理職によって

評価ががらりと変」わったり、「管理職が変わるたびに、（自己申告票の）書き方に修正が入」っ

たりなど、評価が人付けにならざるを得ないことも、客観的、公平かつ公正な評価が難しい理

由の一つである。このシステムが導入されてから、「このシステムを利用してパワハラを行う

管理職が急増していると思います。実際に何度もパワハラを受けました」、「意見が合わないと

きは、評価を下げられた」といった声もあり、評価・育成システムが管理職の価値観によって

大きく左右されてしまうものであることが裏付けられている。

この問題が難しいのは、教育における対立する価値観がどちらも正しいことがあるためであ

る。たとえば、子どもは未熟であるからきちんと指導をしてやらないといけないという価値観

を持っている者（たとえば管理職）と、子どもは自律的に育つべきであり、指導は最小限にす
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教員評価システムが教員に受け入れられない根本的な理由

表
８

　
K

W
IC

 コ
ン

コ
ー

ダ
ン

ス
「

不
可

能
」

の
記

述

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

る
。

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

を
継

続
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
不

可
能

。
こ

れ
は

、
管

理
職

の
能

力
を

批
判

し
て

い
る

の
で

は
な

く
て

、
そ

も
そ

も
で

あ
れ

ば
、

や
め

る
の

が
妥

当
で

あ
る

と
思

う
。

良
い

評
価

を
受

け
て

い
る

対
象

不
可

能
上

記
に

書
い

た
評

価
者

を
複

数
人

用
意

す
る

べ
き

で
あ

る
と

思
う

が
、

そ
れ

も
で

あ
り

、
十

分
な

把
握

を
し

て
い

な
い

中
で

評
価

し
、

そ
れ

が
給

与
に

不
可

能
な

い
こ

と
が

あ
る

。
評

価
者

が
日

常
的

に
全

職
員

の
取

り
組

み
を

把
握

す
る

こ
と

は
か

つ
不

適
切

で
あ

る
。

測
定

す
る

た
め

に
成

果
を

測
定

可
能

な
も

の
に

置
き

換
え

る
こ

と
（

目
標

不
可

能
が

生
じ

る
の

は
当

然
だ

と
考

え
る

。
し

か
し

教
師

と
い

う
仕

事
に

つ
い

て
成

果
を

測
定

す
る

こ
と

は
で

あ
る

。（
↓

）
ほ

と
ん

ど
の

教
員

は
必

死
に

頑
張

っ
て

い
る

。
に

も
関

わ
ら

ず
無

理
や

り
優

劣
を

不
可

能
ア

ン
ケ

ー
ト

の
必

要
性

も
感

じ
な

い
。（
↓

）”
教

育
活

動
は

平
等

・
正

確
に

評
価

す
る

こ
と

は
で

す
。

校
長

と
教

頭
に

は
、

シ
ス

テ
ム

に
割

く
時

間
を

他
の

こ
と

に
使

っ
て

頂
き

不
可

能
が

あ
る

よ
う

に
思

う
。（
↓

）
多

忙
な

管
理

職
が

全
て

の
教

職
員

を
細

か
く

評
価

す
る

の
は

な
こ

と
な

の
で

あ
る

。
ま

た
、

個
々

の
教

員
の

教
育

活
動

の
評

価
の

た
め

の
不

可
能

は
な

は
だ

困
難

で
あ

る
し

、
教

育
活

動
が

共
同

行
為

で
あ

る
と

い
う

点
か

ら
し

て
本

来
管

理
職

に
よ

っ
て

不
可

能
は

様
々

な
仕

事
を

日
々

粛
々

と
や

っ
て

い
る

。
そ

の
全

て
を

管
理

職
が

見
る

こ
と

な
ど

な
の

で
す

。
ま

た
、

評
価

者
は

評
価

を
し

て
い

る
の

み
で

、
被

評
価

者
不

可
能

う
。

つ
ま

り
、

評
価

の
た

め
の

根
拠

と
な

る
デ

ー
タ

を
集

め
る

こ
と

自
体

が
実

質
的

に
で

、「
成

果
主

義
」

と
し

て
（

さ
え

）
欠

陥
の

あ
る

制
度

の
た

め
に

、
シ

ー
ト

を
不

可
能

な
ら

、
不

当
で

不
誠

実
な

制
度

設
計

と
言

わ
ざ

る
を

え
ま

せ
ん

。（
↓

）
正

当
な

評
価

が
な

の
で

職
員

を
適

切
に

評
価

し
て

い
く

た
め

に
は

、
当

然
評

価
者

の
評

価
・

不
可

能
た

。
た

だ
、

大
規

模
校

に
な

れ
ば

管
理

職
が

全
職

員
を

き
め

細
か

く
見

る
こ

と
な

ど
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

現
に

、
管

理
職

か
ら

の
評

価
と

、
周

り
の

同
僚

、
不

可
能

の
や

り
方

で
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

そ
こ

を
適

切
に

か
つ

相
対

的
に

評
価

す
る

こ
と

は
で

あ
る

。
ま

し
て

や
、

そ
の

結
果

が
給

料
～

生
涯

賃
金

に
影

響
す

る
の

は
許

し
が

た
い

。
不

可
能

で
結

果
の

見
え

な
い

教
育

の
仕

事
な

ど
を

１
年

も
な

い
ス

パ
ン

で
評

価
す

る
こ

と
は

。
せ

い
ぜ

い
２

～
３０

０
人

の
回

答
の

中
か

ら
、

も
し

少
数

の
極

端
な

記
述

に
よ

る
意

見
不

可
能

。
そ

し
て

現
行

で
は

教
員

一
人

当
た

り
が

１
,０
００

人
以

上
に

授
業

を
実

施
す

る
の

は
だ

と
思

わ
れ

る
の

で
、

そ
れ

を
、

給
与

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

は
、

本
来

、
不

可
能

子
ど

も
た

ち
の

笑
顔

を
見

る
た

び
に

毎
日

が
楽

し
い

で
す

。”
（
↓

）”
１０

０
％

正
し

い
評

価
は

に
近

い
。

そ
の

背
景

に
、

各
教

員
が

抱
え

る
生

徒
の

実
態

、
保

護
者

の
特

性
、

不
可

能
な

い
。

ま
た

、
営

業
職

で
も

な
い

職
の

仕
事

の
評

価
を

数
値

化
す

る
こ

と
は

で
あ

り
、

生
徒

も
や

っ
つ

け
仕

事
の

よ
う

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
こ

な
し

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。（
↓

）
不

可
能

繋
が

る
と

は
思

い
ま

す
。

し
か

し
、

評
価

者
が

各
教

員
の

あ
ら

ゆ
る

面
を

見
る

こ
と

は
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。（
↓

）
学

校
内

と
各

市
で

の
評

価
の

割
合

を
公

表
し

て
不

可
能

あ
ら

わ
れ

な
い

も
の

も
多

い
の

で
、

そ
も

そ
も

管
理

職
が

個
人

一
人

ひ
と

り
を

的
確

に
評

価
す

る
こ

と
は

で
あ

る
の

で
、

上
手

く
機

能
し

て
い

る
と

は
思

え
な

い
。（
↓

）
シ

ス
テ

ム
的

に
ま

だ
成

熟
不

可
能

て
い

て
も

、
評

価
者

が
個

々
の

仕
事

内
容

を
熟

知
し

、
評

価
す

る
こ

と
は

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

ど
う

し
て

も
不

平
不

満
が

出
る

こ
と

に
な

る
。（
↓

）
教

育
の

仕
事

に
「

評
価

不
可

能
と

思
う

。”
（
↓

）
管

理
職

が
全

教
職

員
の

業
務

遂
行

状
況

に
つ

い
て

正
確

に
把

握
す

る
こ

と
は

だ
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

も
子

ど
も

や
保

護
者

受
け

の
い

い
職

員
不

可
能

、
意

欲
が

湧
い

た
り

、
や

る
気

が
な

く
な

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

１０
０

％
適

正
な

評
価

は
で

あ
る

と
思

う
の

で
、

今
の

形
で

う
ま

く
自

分
を

ア
ピ

ー
ル

し
た

人
が

高
い

評
価

不
可

能
と

い
う

考
え

方
自

体
に

は
反

対
で

は
な

い
が

、
実

際
に

正
し

く
頑

張
り

を
評

価
す

る
こ

と
は

だ
と

思
い

ま
す

が
、

ま
ん

べ
ん

な
く

、
ど

の
教

師
に

も
目

を
配

り
、

公
平

な
立

場
で

不
可

能
は

な
く

、
同

僚
の

評
価

を
見

て
で

す
が

。）
も

ち
ろ

ん
１

か
ら

１０
０

ま
で

見
る

こ
と

は
な

の
で

し
ょ

う
か

。（
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
や

自
己

申
告

票
や

勤
務

時
間

管
理

簿
な

ど
不

可
能

の
授

業
準

備
や

教
材

研
究

な
ど

で
残

業
も

多
い

。（
↓

）
も

っ
と

事
務

的
な

作
業

の
軽

減
は

な
こ

と
で

す
。（
↓

）　
特

に
、

そ
う

い
う

教
師

を
評

価
す

る
目

が
管

理
職

員
に

は
全

く
育

っ
不

可
能

た
指

導
を

継
続

で
き

る
教

師
こ

そ
真

に
評

価
さ

れ
る

べ
き

で
す

。
今

の
シ

ス
テ

ム
で

は
、

で
あ

る
。（
↓

）
よ

っ
て

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

何
の

意
味

も
感

じ
な

い
。”

（
↓

）”
不

可
能

て
い

る
の

か
が

大
切

で
あ

る
。

そ
れ

は
、

在
学

中
に

数
値

と
し

て
表

す
こ

と
は

で
、

煩
雑

な
仕

事
の

積
み

重
ね

が
大

部
分

で
あ

り
、

目
標

設
定

と
は

異
な

る
仕

事
が

不
可

能
や

め
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。”
（
↓

）”
　

現
場

は
、

授
業

だ
け

で
な

く
計

画
す

る
こ

と
が

な
学

校
改

革
を

し
よ

う
と

す
る

こ
と

を
諦

め
、

安
直

に
結

果
が

出
る

目
標

設
定

に
不

可
能

視
点

で
の

教
育

的
効

果
を

計
画

で
き

な
い

傾
向

が
色

濃
く

あ
る

。
複

数
年

か
け

な
い

と
だ

ろ
う

か
ら

、
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
自

体
、

何
も

感
じ

な
い

し
、

あ
て

に
も

し
て

不
可

能
だ

。
評

価
者

が
、

公
平

で
、

清
廉

潔
白

で
、

陰
ひ

な
た

な
く

物
を

見
る

こ
と

な
ど

だ
し

、
人

間
の

組
織

で
あ

る
以

上
そ

れ
は

そ
う

し
た

も
の

が
反

映
さ

れ
る

こ
と

は
、

不
可

能
と

き
、

性
格

や
人

生
観

、
政

治
的

信
条

の
合

う
合

わ
な

い
を

完
全

に
排

す
る

こ
と

は
で

す
し

、
そ

の
文

章
の

善
し

悪
し

だ
け

で
評

価
が

さ
れ

る
と

し
た

ら
、

文
章

力
の

不
可

能
行

っ
て

い
ま

す
が

、
た

っ
た

数
枚

の
用

紙
に

そ
の

こ
と

を
書

く
と

い
う

の
は

で
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？
ま

し
て

や
そ

れ
が

給
与

査
定

に
ま

で
影

響
す

る
と

な
れ

ば
、

不
可

能
が

、「
損

・
得

」
も

か
な

り
あ

り
ま

す
。

そ
れ

ら
全

て
を

見
取

っ
て

の
評

価
、

。
不

公
平

感
は

増
幅

し
、

高
く

評
価

さ
れ

な
い

私
を

含
め

た
過

半
数

の
教

員
の

不
可

能
ま

し
だ

が
、

管
理

職
に

そ
の

余
裕

は
な

く
、

仮
に

余
裕

が
あ

っ
て

も
そ

れ
は

で
あ

る
。

だ
か

ら
と

言
っ

て
、

年
に

数
回

の
授

業
見

学
や

、
教

科
や

ア
ン

ケ
ー

ト
不

可
能

て
評

価
す

る
こ

と
を

考
え

た
と

き
に

、
普

段
の

業
務

内
容

の
全

て
を

見
る

こ
と

は
で

あ
る

。
シ

ス
テ

ム
に

明
記

さ
れ

る
以

外
の

こ
と

が
多

す
ぎ

る
。（
↓

）”
担

任
と

い
う

ポ
ジ

シ
ョ

ン
の

不
可

能
に

、
業

務
の

明
確

な
提

示
を

行
な

わ
け

れ
ば

、
公

平
で

合
理

的
な

シ
ス

テ
ム

は
で

す
。

時
間

外
に

働
か

な
け

れ
ば

標
準

で
あ

る
Ａ

評
価

を
得

ら
れ

な
い

の
は

大
き

な
不

可
能

内
で

は
校

務
分

掌
・

授
業

準
備

・
会

議
・

児
童

保
護

者
対

応
を

行
う

の
は

で
す

。
本

当
に

評
価

で
き

る
の

で
あ

れ
ば

や
れ

ば
い

い
と

思
い

ま
す

が
、

自
信

を
（
↓

）
不

可
能

て
育

む
も

の
で

、
ど

れ
だ

け
頑

張
っ

た
か

を
数

（
↓

）　
値

や
評

価
に

す
る

の
は

だ
し

、
そ

の
よ

う
な

評
価

を
基

準
に

し
て

給
料

に
差

を
つ

け
る

な
ど

も
っ

て
の

ほ
か

で
不

可
能

べ
き

で
あ

る
。

誰
が

評
価

す
る

に
せ

よ
「

客
観

的
な

評
価

」
と

い
う

も
の

は
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
個

々
教

員
の

教
育

の
成

果
を

１０
ヶ

月
程

度
で

客
観

的
に

不
可

能
基

準
も

な
い

。
印

象
的

な
評

価
な

ら
可

能
か

も
し

れ
な

い
が

、
客

観
的

な
評

価
は

だ
と

思
う

。
懲

戒
対

象
者

に
低

い
評

価
を

つ
け

ら
れ

る
の

は
理

解
で

き
る

が
、

そ
の

他
不

可
能

た
め

、
絶

対
的

な
評

価
に

な
っ

て
い

な
い

よ
う

に
感

じ
る

し
、

そ
も

そ
も

絶
対

評
価

は
で

あ
る

し
、

も
っ

と
評

価
シ

ス
テ

ム
に

と
ら

わ
れ

ず
、

生
徒

の
様

子
も

含
め

、
授

業
を

少
し

不
可

能
い

う
も

の
で

あ
っ

た
。

評
価

者
も

全
教

員
の

授
業

を
公

平
に

回
る

の
は

ほ
ぼ

で
あ

れ
ば

…
私

は
、

常
々

公
務

員
が

就
業

年
数

に
よ

っ
て

昇
給

し
て

い
く

シ
ス

テ
ム

は
い

か
が

不
可

能
間

で
の

人
事

異
動

を
よ

り
積

極
的

に
行

う
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。（
↓

）
③

②
も

で
あ

る
ば

か
り

か
、

教
育

者
と

し
て

誤
っ

た
方

向
に

教
育

が
行

わ
れ

か
ね

な
い

。
た

と
え

ば
不

可
能

的
に

こ
う

し
た

評
価

育
成

は
不

適
当

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

と
思

う
。

適
切

な
評

価
が

だ
と

考
え

る
。

少
な

く
と

も
、

鍋
蓋

の
よ

う
な

組
織

構
造

で
は

な
く

、
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

型
の

不
可

能
２

名
で

す
べ

て
の

職
員

の
評

価
を

行
う

こ
と

は
物

理
的

に
も

能
力

的
に

も
な

の
で

す
。

す
な

わ
ち

、「
頑

張
っ

て
い

る
」「

頑
張

っ
て

い
な

い
」

を
客

観
的

不
可

能
管

理
職

が
全

員
の

教
育

活
動

を
客

観
的

に
か

つ
公

平
に

評
価

す
る

の
は

絶
対

に
で

あ
る

。
教

員
の

さ
ま

ざ
ま

な
取

り
組

み
を

４
段

階
や

５
段

階
の

枠
組

み
で

と
ら

え
ら

れ
る

こ
と

不
可

能
協

同
し

て
み

て
い

く
も

の
で

あ
り

、
そ

れ
を

個
々

人
の

成
果

と
し

て
評

価
す

る
の

は
で

す
。

毎
日

、
何

時
間

も
授

業
を

行
っ

て
い

る
の

に
、

管
理

職
が

年
に

数
不

可
能

そ
も

そ
も

管
理

職
が

全
職

員
の

全
業

務
を

把
握

し
、

そ
の

業
務

を
評

価
す

る
行

為
は

で
あ

る
。

全
く

評
価

に
影

響
し

な
い

か
と

い
え

ば
疑

問
が

残
る

。
教

師
か

ら
管

理
不

可
能

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

管
理

職
も

人
間

で
あ

る
か

ら
感

情
を

全
て

な
く

す
こ

と
は

な
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。
私

が
感

じ
て

い
る

こ
と

は
ほ

と
ん

ど
の

教
員

不
可

能
に

説
明

で
き

る
よ

う
に

数
値

化
な

ど
し

て
つ

け
て

頂
き

た
い

で
す

。
で

も
き

っ
と

そ
れ

は
だ

と
感

じ
て

い
ま

す
。

そ
の

理
由

は
、

自
分

の
授

業
を

見
て

も
ら

う
機

会
で

不
可

能
い

た
と

し
て

も
、

評
価

者
が

そ
の

が
ん

ば
り

を
全

て
理

解
し

、
評

価
に

つ
な

げ
る

の
は

で
す

。
結

果
、

校
長

や
教

頭
に

近
い

教
員

、
校

長
や

教
頭

と
親

し
い

教
員

の
助

言
を

不
可

能
学

校
長

と
教

頭
の

２
名

で
、

何
十

人
も

の
教

員
を

正
し

く
評

価
す

る
こ

と
な

ど



べきだという価値観を持っている者（たとえば教員）がいたとき、どちらの価値観も間違って

いないにも関わらず、対立が起こるのである。この場合、たとえば管理職が指導を最小限にし

ている教員に対して「指導（力）不足」として低い評価をつけるかもしれない。この教員が高

く評価されるためには、意に沿わない価値観を受け入れるか、低い評価に甘んじても自分の価

値観を貫くか、ジレンマ状態に置かれることになる。それは教員にとって非常なストレスであ

ろう。そして、もしこの教員と同じ子どもの自律性を大切にする価値観を持っている者が管理

職になったとしたら、その時にはこの教員は子どもの自律を促す優れた教員として高く評価さ

れることさえあるかもしれないのである。

正しい価値を一つに定められない、多様な価値観が交差する学校現場において、あいまいな

基準でもって評価されることは、特に自分なりにがんばったにも関わらず、低い評価がなされ

たときに意欲を大きくそがれるようである。またそのような評価を行った管理職に対する反感

も大きいものがある。そもそも評価・育成システムは校長と教頭のたった２人で大規模校であ

れば８０人近くを、大規模な特別支援学校では２００名近く（准校長、副校長がいることも多いが）

を評価しなければいけないシステムであり、一人一人の教員の見えない仕事まで見ることは不

可能であり、そういう意味ではうらまれる管理職も被害者である。実際、後述するように、教

員からも同情の声があるくらいである。

大阪府の教職員にとって現在の評価・育成システムは、システムに対する納得を最も大きく

左右する「物差し」が定まっていないにもかかわらず、自らの能力や業績を査定され、給与に

反映される仕組みであり、納得がいかないのも当然であろう。その結果、少なくない教職員

（１２６記述）がシステムの廃止、それも多くが即時廃止を求めている（表９、１０）７。

大阪府教育委員会のアンケート調査結果のまとめ（概要版）では、「評価者・被評価者とも

に肯定的な意見が増加し、制度が適切に運営され着実に定着」していると総括しているが、果

たして本当であろうか。もし本当であれば、これだけたくさんの教職員が（即時）廃止を訴え

ることはないのではないか。 
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近畿大学教育論叢　第３２巻第１号（２０２０・９）

７　ここでは表が大きくなるが「廃止」に関わる KWIC をあえてすべて示している。この１２０を超える
「廃止」の意見が多いか少ないかは意見が分かれることだろう。しかしながら問題なのは、これだけ
の廃止意見があるにも関わらず、大阪府のアンケート結果（大阪府教育委員会，２０１８）においてはこ
のような意見があったことは一切示されていないことである。
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教員評価システムが教員に受け入れられない根本的な理由

表
９

 K
W

IC
 コ

ン
コ

ー
ダ

ン
ス

「
廃

止
」

の
記

述
�

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。”

（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
の

必
要

性
を

全
く

感
じ

ま
せ

廃
止

は
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。（
↓

）　
こ

う
い

っ
た

理
由

か
ら

、
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
、

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。（
↓

）
も

っ
と

明
確

に
わ

か
る

よ
う

に
開

示
し

て
ほ

し
い

。（
↓

）・
前

任
校

廃
止

を
全

く
感

じ
ま

せ
ん

。
多

忙
な

毎
日

に
余

計
な

負
担

で
あ

る
こ

の
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

は
す

べ
き

で
す

。（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

、
よ

い
評

価
を

い
た

だ
き

や
す

い
校

務
分

掌
、

学
年

廃
止

ば
、

も
っ

と
評

価
に

つ
い

て
考

え
る

べ
き

で
す

。
そ

れ
が

変
わ

ら
な

い
の

で
あ

れ
ば

、
今

す
ぐ

す
べ

き
で

あ
る

。
生

徒
が

、
自

分
の

、
担

任
・

担
任

外
・

学
年

団
・

学
年

廃
止

た
め

の
材

料
に

す
べ

き
も

の
で

あ
り

、
賞

与
の

査
定

に
反

映
さ

せ
る

の
は

、
へ

の
具

体
的

提
言

欄
が

ほ
ぼ

皆
無

で
あ

る
。　

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
教

育
力

を
高

め
て

廃
止

、
お

っ
く

う
に

な
る

の
は

わ
か

る
気

が
し

ま
す

。（
↓

）
現

行
制

度
有

り
き

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
、

か
無

理
な

ら
、

統
計

の
精

度
維

持
の

観
点

か
ら

年
に

一
回

、
一

ク
ラ

ス
で

の
廃

止
大

変
あ

り
が

た
く

思
う

が
、

そ
の

事
と

現
行

制
度

の
是

非
は

別
で

あ
る

。
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

も
し

て
欲

し
い

。（
↓

）
③

A
評

価
は

優
・

良
・

可
・

不
可

の
「

可
」

に
あ

た
る

廃
止

問
題

教
員

対
策

で
年

中
悩

ん
で

い
る

。
毎

年
押

し
付

け
合

い
を

し
て

い
る

。（
↓

）
こ

ん
な

シ
ス

テ
ム

な
ら

す
べ

き
で

あ
る

。（
↓

）
管

理
職

が
変

わ
る

た
び

に
、

書
き

方
に

修
正

が
入

る
の

で
、

困
っ

廃
止

て
い

な
い

上
、

学
校

の
活

性
化

に
も

寄
与

し
て

い
な

い
の

で
、

即
座

に
す

べ
き

で
あ

る
。

ま
じ

め
に

働
く

の
が

ば
か

ら
し

く
な

る
シ

ス
テ

ム
が

正
に

こ
れ

だ
と

思
う

。
廃

止
は

生
徒

と
、

保
護

者
の

主
観

し
か

な
い

で
は

な
い

か
。

即
刻

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
を

す
べ

き
で

あ
る

。（
↓

）
シ

ス
テ

ム
自

体
に

必
要

性
を

感
じ

な
い

（
↓

）
自

己
申

告
票

の
記

載
が

評
価

廃
止

増
え

て
い

る
。

教
育

の
崩

壊
で

あ
る

と
い

え
る

の
で

、
一

刻
も

早
く

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
を

望
み

ま
す

。（
↓

）”
人

を
育

て
る

と
い

う
職

務
に

対
す

る
評

価
・

育
成

の
シ

ス
テ

ム
は

な
じ

ま
な

い
。

廃
止

シ
ス

テ
ム

が
で

き
る

前
後

で
、

私
自

身
の

仕
事

に
対

す
る

姿
勢

に
変

化
は

な
く

、
で

き
る

こ
と

な
ら

し
、

学
校

に
相

互
信

頼
、

お
互

い
の

成
長

を
喜

び
合

う
教

職
員

集
団

を
構

築
す

べ
き

と
廃

止
な

努
力

で
は

な
く

つ
じ

つ
ま

合
わ

せ
の

教
育

に
陥

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
シ

ス
テ

ム
全

体
を

一
旦

す
べ

き
。

些
細

な
こ

と
で

も
大

き
く

評
価

し
た

り
、

管
理

職
に

対
し

て
媚

を
売

っ
た

り
廃

止
お

互
い

の
成

長
を

喜
び

合
う

教
職

員
集

団
を

構
築

す
べ

き
と

考
え

る
。（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
す

べ
き

で
あ

る
。（
↓

）”
　

特
に

こ
れ

か
ら

は
教

職
員

の
若

年
化

が
進

む
の

で
、

お
互

い
の

廃
止

項
目

か
ら

の
選

択
な

の
で

、
正

当
な

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
な

い
。（
↓

）
時

間
の

無
駄

で
あ

る
。

す
べ

き
で

あ
る

。”
（
↓

）
各

評
価

の
人

数
が

決
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
自

体
に

矛
盾

を
廃

止
書

く
羽

目
に

な
っ

て
い

る
が

匿
名

と
の

こ
と

な
の

で
書

い
て

い
る

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

す
る

べ
き

で
あ

る
」

と
す

る
選

択
肢

が
な

い
。

そ
の

た
め

回
答

で
き

る
選

択
肢

が
あ

り
ま

せ
ん

廃
止

や
給

与
反

映
は

、
根

本
的

に
弊

害
が

多
く

、
改

善
の

余
地

が
な

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

、「
し

て
ほ

し
い

と
思

う
。”

（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
、

個
人

プ
レ

イ
を

助
長

す
る

よ
う

に
廃

止
。

給
料

の
心

配
を

せ
ず

に
職

務
に

専
念

し
た

い
の

で
、

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

は
に

な
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。（
↓

）
一

人
の

教
員

の
業

績
な

り
、

活
動

を
評

価
廃

止
を

さ
れ

た
こ

と
も

あ
り

、
労

働
意

欲
の

低
下

も
感

じ
ま

し
た

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

す
べ

き
（
↓

）”
教

職
員

の
評

価
に

つ
い

て
も

、
や

は
り

相
対

評
価

で
行

う
べ

き
で

あ
る

と
考

え
て

廃
止

教
え

て
ほ

し
い

。（
↓

）
Ｓ

評
価

を
達

成
す

る
た

め
の

基
準

を
知

り
た

い
。（
↓

）”
（
↓

）
評

価
シ

ス
テ

ム
は

す
る

と
こ

ろ
も

増
え

て
い

る
と

聞
き

ま
す

。
教

員
を

縛
っ

て
長

時
間

労
働

を
強

い
る

だ
け

の
廃

止
一

般
企

業
な

ど
で

は
、

こ
う

し
た

評
価

育
成

は
む

し
ろ

会
社

の
活

性
化

に
つ

な
が

ら
な

い
と

し
て

、
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

大
阪

府
で

採
用

さ
れ

て
も

あ
と

で
他

府
県

に
「

逃
げ

る
」

廃
止

人
」

と
い

う
意

味
で

し
ょ

う
か

。
そ

う
い

う
教

員
を

縛
る

た
め

の
評

価
育

成
制

度
は

す
ぐ

に
し

て
ほ

し
い

。”
（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
文

章
が

上
手

な
人

、
面

談
時

の
話

術
廃

止
ら

れ
ず

不
透

明
で

あ
る

。（
↓

）
本

シ
ス

テ
ム

は
意

欲
の

低
下

に
大

き
く

繋
が

っ
て

い
る

と
感

じ
る

。
す

べ
し

。
給

与
に

反
映

さ
れ

る
評

価
、

管
理

職
の

お
気

に
入

り
教

員
を

育
て

る
育

成
シ

ス
テ

ム
。

廃
止

。
職

場
の

風
通

し
も

良
く

な
い

。
簡

略
化

ま
た

は
改

定
を

望
む

。”
（
↓

）”
　

即
刻

、
す

る
べ

き
も

の
と

考
え

る
。（
↓

）　
た

だ
、

決
め

ら
れ

た
線

路
上

を
ひ

た
走

る
で

は
廃

止
場

合
も

あ
る

。
よ

っ
て

、
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

の
導

入
そ

の
も

の
が

誤
り

で
あ

り
、

す
み

や
か

に
を

強
く

訴
え

ま
す

。（
↓

）”
私

の
職

場
で

は
、

自
分

よ
り

経
験

年
数

が
多

い
人

が
廃

止
こ

の
ま

ま
で

は
ま

す
ま

す
大

阪
府

の
教

育
力

は
衰

退
す

る
と

思
い

ま
す

。
シ

ス
テ

ム
の

即
時

す
る

べ
き

で
す

。”
（
↓

）”
　

我
々

教
育

公
務

員
は

、
自

分
の

働
い

た
対

価
と

し
て

給
与

を
廃

止
の

で
し

ょ
う

か
？

（
↓

）
賃

金
リ

ン
ク

を
含

め
、

こ
の

欠
陥

だ
ら

け
で

不
誠

実
な

制
度

は
す

ぐ
に

す
べ

き
と

考
え

る
。”

（
↓

）
教

育
は

サ
ー

ビ
ス

業
で

は
な

い
の

で
、

評
価

そ
の

も
の

が
な

じ
ま

な
い

廃
止

て
い

る
。（
↓

）
ほ

と
ん

ど
の

教
職

員
は

こ
の

制
度

を
よ

し
と

は
考

え
て

い
な

い
。

早
急

に
す

べ
き

で
あ

る
。（
↓

）　
自

分
の

教
員

と
し

て
の

仕
事

を
確

認
す

る
と

い
う

意
味

で
は

、
廃

止
の

評
価

の
た

め
に

仕
事

を
し

た
い

の
で

は
な

い
。

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
は

即
す

べ
き

だ
と

非
現

実
的

な
こ

と
は

思
い

ま
せ

ん
。

ど
の

職
種

、
業

種
で

も
廃

止
、

希
望

す
る

教
員

に
は

明
ら

か
に

し
て

ほ
し

い
。（
↓

）
今

の
ご

時
世

で
、

評
価

シ
ス

テ
ム

を
し

、
賃

金
リ

ン
ク

を
撤

回
す

る
べ

き
で

あ
る

。
教

育
委

員
会

も
も

っ
と

子
ど

も
の

教
育

の
廃

止
に

差
が

生
じ

る
こ

と
な

ど
あ

っ
て

は
な

ら
な

こ
と

だ
。

一
刻

も
早

く
シ

ス
テ

ム
を

す
べ

き
で

あ
る

。（
↓

）”
（
↓

）”
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
年

間
を

通
じ

て
自

己
の

学
校

に
お

け
る

廃
止

結
果

給
与

に
影

響
す

る
の

は
お

か
し

い
。（
↓

）
教

員
同

士
が

足
を

引
っ

張
り

あ
う

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
は

を
し

て
ほ

し
い

。（
↓

）”
（
↓

）
ま

っ
た

く
意

味
が

な
い

の
で

早
急

に
廃

止
す

べ
き

で
あ

る
。

授
業

廃
止

を
聞

く
ほ

う
が

良
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

本
当

に
早

く
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

改
善

も
し

く
は

す
べ

き
で

あ
る

。
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

の
よ

う
な

信
憑

性
の

な
い

も
の

と
評

価
を

連
動

さ
廃

止
早

く
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

改
善

も
し

く
は

廃
止

を
し

て
ほ

し
い

。
ま

っ
た

く
意

味
が

な
い

の
で

早
急

に
す

べ
き

で
あ

る
。（
↓

）
教

職
員

の
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
が

教
職

員
個

々
の

資
質

や
授

業
力

の
向

上
廃

止
が

う
ま

く
活

用
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。（
↓

）
現

状
の

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
は

即
時

す
る

方
が

賢
明

だ
と

考
え

る
。（
↓

）”
・

今
回

初
め

て
こ

の
よ

う
な

機
会

を
い

た
だ

け
た

こ
と

廃
止

に
影

響
が

出
か

ね
な

い
。

よ
っ

て
、

評
価

者
の

評
価

基
準

を
明

確
に

す
る

、
も

し
く

は
す

る
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

教
職

員
の

成
果

は
何

年
後

何
十

年
後

に
廃

止
、

給
与

に
反

映
さ

れ
る

こ
と

は
妥

当
で

な
い

と
思

い
ま

す
。（
↓

）
教

職
員

の
評

価
に

関
し

て
は

を
望

む
。（
↓

）”
各

所
属

、
各

業
種

に
よ

り
職

務
の

内
容

も
異

な
り

、
評

価
者

の
考

え
方

廃
止

、
前

時
代

的
で

あ
る

と
断

言
せ

ざ
る

を
得

な
い

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

一
刻

も
早

い
を

求
め

ま
す

。（
↓

）”
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

始
ま

っ
た

こ
ろ

か
ら

職
員

会
議

で
の

発
言

の
抑

制
化

廃
止

意
欲

を
そ

ぎ
、

創
意

工
夫

の
あ

る
教

育
活

動
を

阻
害

し
て

い
る

。
評

価
シ

ス
テ

ム
の

即
時

す
る

べ
き

で
あ

る
。（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
だ

け
の

役
割

に
な

っ
て

廃
止

真
に

有
為

に
社

会
に

貢
献

で
き

る
若

者
の

育
成

の
た

め
に

は
、

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

は
即

刻
の

み
。（
↓

）
次

は
無

作
為

抽
出

に
選

ば
れ

な
い

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。（
↓

）
評

価
の

基
準

廃
止

に
削

る
も

の
で

、
最

悪
の

制
度

で
あ

る
こ

と
は

間
違

い
な

い
。

改
善

は
必

要
な

い
。

す
べ

き
だ

と
思

う
。”

（
↓

）
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
回

答
す

れ
ば

よ
い

か
あ

ま
り

わ
か

り
廃

止
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
っ

て
職

場
環

境
や

人
間

関
係

な
ど

に
悪

影
響

し
か

感
じ

な
い

の
で

、
シ

ス
テ

ム
を

を
願

い
た

い
。”

（
↓

）”
評

価
シ

ス
テ

ム
は

あ
ま

り
意

味
が

な
い

よ
う

に
思

う
。（
↓

）
ま

た
、

校
長

廃
止

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
に

平
等

性
は

な
い

こ
と

と
、

教
育

上
良

好
な

シ
ス

テ
ム

で
は

な
い

た
め

さ
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

と
考

え
る

。（
↓

）”
　

教
職

員
は

学
級

の
児

童
数

に
よ

る
仕

事
の

廃
止

教
員

の
無

償
奉

仕
に

頼
っ

て
い

る
現

状
が

破
綻

す
る

前
に

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

早
急

に
し

て
ほ

し
い

。”
（
↓

）
教

員
の

授
業

や
仕

事
に

ラ
ン

ク
を

付
け

て
評

価
し

、
給

与
に

廃
止

忙
し

い
学

校
現

場
の

中
で

、
あ

ま
り

必
要

と
感

じ
な

い
。（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
早

々
に

す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。（
↓

）
理

由
）

現
在

、
学

校
は

ベ
テ

ラ
ン

と
若

手
に

分
か

れ
て

い
る

廃
止

い
る

】
教

員
は

見
殺

し
状

態
が

こ
の

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。”

（
↓

）”
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
、

す
る

べ
き

（
↓

）
負

担
に

し
か

感
じ

な
い

”（
↓

）”
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
自

体
に

は
、

賛
成

で
す

。
た

だ
廃

止
し

て
達

成
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
組

織
作

り
を

行
う

。（
↓

）”
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

を
し

て
ほ

し
い

と
切

に
願

っ
て

い
ま

す
。（
↓

）”
初

め
て

導
入

さ
れ

た
と

き
に

、
こ

の
廃

止
思

い
ま

す
。

私
は

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
、

教
職

員
の

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
と

い
う

制
度

を
す

べ
き

と
思

い
ま

す
。（
↓

）”
教

員
と

し
て

の
、

正
し

い
評

価
と

い
う

も
の

が
、

本
当

に
出

来
る

の
廃

止
シ

ス
テ

ム
の

給
与

へ
の

反
映

は
断

固
反

対
し

ま
す

。
で

き
る

こ
と

な
ら

、
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
を

す
べ

き
で

あ
る

。（
↓

）”
負

担
で

し
か

な
い

。
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
の

有
無

に
廃

止
の

だ
ろ

う
か

。
給

与
に

反
映

さ
せ

る
な

ど
も

っ
て

の
ほ

か
で

あ
る

。
す

ぐ
に

こ
の

制
度

は
し

て
ほ

し
い

と
自

身
は

考
え

る
。”

（
↓

）
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

は
生

徒
が

望
む

優
れ

た
授

業
と

、
廃

止
に

思
う

。（
↓

）
も

っ
と

意
味

・
意

義
の

あ
る

取
り

組
み

を
考

え
て

い
た

だ
く

か
、

今
の

制
度

を
さ

れ
る

こ
と

を
心

よ
り

願
っ

て
い

ま
す

。（
↓

）
評

価
者

一
人

あ
た

り
の

被
評

価
者

廃
止

特
に

教
育

に
貢

献
で

き
る

「
心

あ
る

人
」

の
や

る
気

を
削

い
で

い
ま

す
。

早
急

に
を

望
み

ま
す

。”
（
↓

）”
　

学
校

現
場

を
見

ず
、

評
価

を
上

げ
る

た
め

だ
け

に
自

分
廃

止
あ

り
、

育
成

の
部

分
は

、
ま

っ
た

く
機

能
し

て
い

な
い

と
思

う
。

シ
ス

テ
ム

の
見

直
し

あ
る

い
は

し
た

と
こ

ろ
も

あ
る

。
今

後
、

何
を

目
的

と
し

て
こ

の
シ

ス
テ

ム
を

運
用

す
る

の
か

を
廃

止
導

入
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

民
間

企
業

に
お

い
て

も
一

定
程

度
の

改
善

が
達

成
で

き
た

ら
す

べ
き

だ
と

考
え

る
。（
↓

）”
評

価
の

基
準

が
あ

い
ま

い
す

ぎ
る

。
何

を
し

た
ら

 S
S

 や
廃

止
な

い
が

、
マ

イ
ナ

ス
面

の
方

が
圧

倒
的

に
多

い
と

思
わ

れ
る

の
で

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

に
す

べ
き

で
あ

る
。

無
意

味
に

S
を

付
け

ら
れ

、
そ

の
理

由
も

曖
昧

で
、

逆
廃

止
頑

張
っ

た
で

賞
」

み
た

い
な

、
人

を
バ

カ
に

し
た

よ
う

な
ラ

ン
ク

付
け

は
即

刻
す

べ
き

で
す

。
そ

も
そ

も
民

間
企

業
か

ら
発

生
し

た
評

価
シ

ス
テ

ム
で

す
が

人
件

費
抑

制
、

賃
金

廃
止

と
し

て
表

れ
な

い
が

「
頑

張
っ

て
い

る
先

生
」

は
た

く
さ

ん
い

る
。”

（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
自

体
を

し
て

い
る

企
業

が
増

え
て

い
ま

す
。

民
間

企
業

の
後

を
追

う
よ

う
に

始
ま

っ
た

廃
止

が
協

力
で

き
な

い
な

ど
の

弊
害

が
目

立
つ

結
果

と
な

っ
て

い
ま

す
。

当
然

現
在

で
は

し
て

欲
し

い
。

教
育

現
場

に
分

断
と

あ
か

ら
さ

ま
な

差
別

を
認

め
て

い
る

。（
↓

）”
・『

廃
止

よ
う

に
作

用
し

て
い

る
。「

百
害

あ
っ

て
一

利
な

し
」

の
　

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
さ

っ
さ

と
を

含
め

た
真

の
改

善
を

願
う

も
の

で
あ

る
。（
↓

）
特

に
な

し
（
↓

）”
　

職
務

に
ま

じ
め

に
廃

止
薄

い
。」

と
い

う
こ

と
で

す
。

将
来

の
日

本
の

教
育

の
た

め
に

も
現

シ
ス

テ
ム

の
す

べ
き

等
の

項
目

を
設

け
て

い
な

い
こ

と
に

は
疑

問
を

感
じ

ま
す

。（
↓

）”
（
↓

）”
廃

止
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
を

す
べ

き
で

す
。

何
の

意
味

も
感

じ
ま

せ
ん

。
無

駄
に

時
間

を
と

ら
れ

て
、

廃
止

給
与

に
反

映
す

る
の

は
納

得
で

き
な

い
。（
↓

）”
　

結
論

か
ら

言
う

と
、

一
刻

も
早

く
す

る
べ

き
で

あ
る

。
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
は

選
ぶ

べ
き

選
択

肢
の

な
い

問
い

が
か

な
り

あ
り

ま
し

た
廃

止
物

で
も

な
い

。
我

が
国

の
将

来
を

危
う

く
さ

せ
る

こ
と

に
な

る
こ

の
や

り
方

は
、

即
刻

す
る

こ
と

が
最

も
妥

当
な

選
択

肢
だ

と
考

え
ま

す
。（
↓

）
教

育
と

い
う

も
の

は
長

い
長

い
連

続
し

廃
止

箇
所

が
そ

れ
に

該
当

し
ま

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

に
改

善
す

べ
き

点
は

何
も

な
く

、
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表
１０

　
K

W
IC

 コ
ン

コ
ー

ダ
ン

ス
「

廃
止

」
の

記
述
�

す
べ

き
で

あ
る

。（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

当
初

か
ら

疑
問

を
感

じ
て

い
ま

す
廃

止
も

欲
し

い
も

の
だ

。
も

う
一

度
記

述
す

る
が

、
正

し
く

評
価

で
き

な
い

な
ら

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
は

す
べ

き
で

あ
る

と
思

う
。（
↓

）
現

在
の

自
分

は
評

価
し

て
も

ら
え

て
い

る
の

で
確

か
に

廃
止

・
育

成
に

影
響

し
て

い
る

く
せ

に
学

校
向

上
し

て
い

な
い

現
状

が
あ

る
の

で
、

す
べ

き
。

百
歩

譲
っ

て
こ

の
制

度
を

す
る

な
ら

ば
、

評
価

す
る

の
は

管
理

職
廃

止
的

な
話

ば
か

り
で

身
に

つ
か

な
い

。（
↓

）
こ

の
よ

う
な

矛
盾

だ
ら

け
の

評
価

制
度

は
即

刻
を

要
望

す
る

。
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

自
体

、
教

員
の

意
見

を
聞

く
つ

も
り

な
ら

、
設

問
に

対
す

る
解

答
の

廃
止

事
務

処
理

（
勤

務
時

間
外

）
の

仕
事

が
減

る
。

一
刻

も
早

く
、

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

の
し

て
い

た
だ

く
よ

う
、

お
願

い
し

ま
す

。（
↓

）
現

状
の

「
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

」
は

、
給

与
廃

止
、

教
職

員
間

に
分

断
を

持
ち

込
む

こ
と

に
も

な
り

か
ね

ま
せ

ん
。

評
価

の
給

与
反

映
を

さ
れ

る
こ

と
を

願
っ

て
い

ま
す

。（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
を

期
日

ま
で

に
仕

上
げ

る
と

い
う

作
業

が
廃

止
、

改
善

し
た

ら
い

い
シ

ス
テ

ム
に

な
る

よ
う

に
お

考
え

の
よ

う
で

す
が

、
私

は
即

刻
す

べ
き

で
あ

る
。

進
学

実
績

や
学

校
の

あ
ら

ゆ
る

成
果

は
誰

か
特

定
の

教
員

に
よ

る
も

の
廃

止
、

数
値

で
判

定
で

き
な

い
。

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
は

「
百

害
あ

っ
て

一
利

な
し

」
直

ち
に

す
べ

し
！

（
↓

）”
（
↓

）
正

当
だ

と
思

う
評

価
を

さ
れ

る
と

頑
張

ろ
う

と
い

う
気

持
ち

に
は

な
る

廃
止

教
員

だ
け

が
高

い
給

与
を

貰
う

の
は

絶
対

に
は

反
対

で
あ

る
。

直
ち

に
こ

の
制

度
を

し
て

、
も

と
に

戻
し

て
も

ら
え

た
ら

と
思

い
ま

す
。”

（
↓

）
仕

事
量

や
、

結
果

を
廃

止
思

い
ま

す
。

職
場

内
の

人
間

関
係

に
も

影
響

は
あ

は
あ

り
ま

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
す

る
べ

き
だ

と
考

え
る

。
他

の
都

道
府

県
教

育
委

員
会

で
は

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

と
っ

廃
止

状
況

で
職

務
に

専
念

で
き

る
と

思
っ

て
お

ら
れ

ま
す

か
。

ラ
ン

ク
付

け
に

よ
る

給
与

配
分

を
の

方
向

に
行

く
の

で
は

な
く

、
よ

り
多

く
の

者
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

評
価

方
法

廃
止

は
考

え
て

い
な

い
が

、
評

価
方

法
な

ど
で

納
得

い
か

な
い

部
分

が
あ

る
。

単
純

に
す

る
べ

き
で

す
。

教
育

活
動

と
い

う
も

の
は

、
数

値
な

ど
で

達
成

度
を

測
り

に
く

い
部

分
が

廃
止

良
い

と
思

い
ま

す
。

た
だ

し
、

そ
れ

を
評

価
し

た
り

、
賃

金
に

反
映

さ
る

こ
と

は
直

ち
に

し
て

ほ
し

い
。

ど
の

よ
う

な
頑

張
り

で
評

価
さ

れ
て

い
る

か
が

わ
か

ら
な

い
。（
↓

）
保

護
廃

止
発

揮
す

べ
く

で
は

な
い

で
す

か
!!

!最
低

ラ
ン

ク
に

！
（
↓

）”
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

し
て

ほ
し

い
。（
↓

）
働

く
意

欲
が

な
く

な
る

。
信

頼
関

係
も

な
く

な
る

。”
（
↓

）”
学

校
の

職
員

廃
止

な
頑

張
り

で
評

価
さ

れ
て

い
る

か
が

わ
か

ら
な

い
。（
↓

）
保

護
者

や
子

ど
も

の
ア

ン
ケ

ー
ト

も
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

休
日

の
部

活
動

付
き

添
い

を
残

業
と

し
て

正
当

な
手

当
を

支
払

い
、

真
面

目
廃

止
１

の
違

い
の

よ
う

に
こ

と
さ

ら
強

調
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
は

、
す

ぐ
に

す
べ

き
だ

。（
↓

）
無

駄
な

時
間

を
使

う
だ

け
で

、
何

の
役

に
も

た
っ

て
い

廃
止

差
が

出
な

い
よ

う
研

修
等

が
必

要
だ

と
思

う
。（
↓

）”
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
即

刻
を

希
望

し
ま

す
。（
↓

）
教

員
の

仕
事

は
多

岐
に

渡
っ

て
お

り
、

そ
れ

を
正

当
に

評
価

廃
止

こ
と

が
可

能
な

の
か

、
そ

も
そ

も
違

和
感

を
感

じ
て

い
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
す

べ
き

。（
↓

）
頑

張
っ

た
者

の
給

与
が

上
が

る
の

は
間

違
っ

て
は

い
な

い
と

思
う

が
廃

止
の

理
由

さ
え

見
つ

け
れ

ば
ど

の
よ

う
な

評
価

も
可

能
に

な
っ

て
し

ま
う

た
め

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

は
し

て
ほ

し
い

（
↓

）”
仕

事
に

対
し

て
楽

な
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
ば

か
り

お
さ

ま
り

、
何

の
責

任
も

持
た

な
い

職
員

廃
止

す
べ

き
で

す
。

教
職

員
の

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
意

欲
向

上
に

全
く

つ
な

が
ら

な
い

の
で

す
べ

き
で

あ
る

。
誰

が
評

価
す

る
に

せ
よ

「
客

観
的

な
評

価
」

と
い

う
も

の
廃

止
見

え
て

し
ま

う
。

意
欲

は
そ

が
れ

る
ば

か
り

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
は

一
刻

も
早

く
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。（
↓

）”
相

対
評

価
を

取
り

入
れ

な
け

れ
ば

意
味

が
な

い
。

廃
止

の
で

は
な

い
と

、
日

々
思

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
、

一
日

も
早

く
す

べ
き

と
考

え
て

い
ま

す
。（
↓

）”
頑

張
る

の
が

当
た

り
前

の
仕

事
な

の
で

、
評

価
さ

廃
止

の
で

そ
こ

で
評

価
す

れ
ば

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
私

は
こ

の
シ

ス
テ

ム
を

を
求

め
ま

す
。（
↓

）　
”（
↓

）
特

に
な

し
（
↓

）
簡

単
に

事
が

進
ま

な
い

よ
う

な
学

級
、

児
童

、
廃

止
て

あ
る

内
容

は
理

解
し

ま
す

が
、

賃
金

に
影

響
さ

せ
脅

し
の

よ
う

な
方

法
に

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。（
↓

）”
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
や

る
の

な
ら

被
評

価
者

が
廃

止
、

生
徒

の
成

長
に

集
中

で
き

る
よ

う
に

、
個

人
評

価
を

主
と

す
る

現
在

の
シ

ス
テ

ム
の

を
求

め
ま

す
。”

（
↓

）
評

価
の

給
与

へ
の

反
映

に
つ

い
て

は
、

自
分

で
は

最
善

を
尽

く
し

廃
止

い
く

場
で

す
。

お
互

い
を

ラ
イ

バ
ル

と
し

て
意

識
す

る
の

は
大

変
苦

し
い

で
す

。
即

刻
こ

の
制

度
の

す
べ

き
で

、
こ

の
ま

ま
続

け
れ

ば
教

師
の

意
欲

の
さ

ら
な

る
減

退
と

疲
労

感
が

増
大

す
る

廃
止

者
側

が
教

師
の

評
価

を
数

値
化

す
る

ツ
ー

ル
に

し
か

な
っ

て
い

な
い

。
絶

対
に

を
強

く
求

め
ま

す
。（
↓

）”
（
↓

）
頑

張
っ

て
い

て
も

評
価

さ
れ

な
い

。
普

段
の

業
務

を
廃

止
。（
↓

）　
教

職
員

間
を

分
断

し
、

教
員

の
意

欲
や

向
上

に
つ

な
が

ら
な

い
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
の

す
る

べ
き

で
す

。（
↓

）”
（
↓

）”
シ

ス
テ

ム
そ

の
も

の
は

良
い

も
の

だ
と

思
う

が
、

そ
れ

を
運

営
す

る
廃

止
最

悪
の

評
価

で
す

。
優

秀
な

人
材

が
敬

遠
す

る
の

も
無

理
あ

り
ま

せ
ん

。
今

す
ぐ

し
て

ほ
し

い
で

す
。（
↓

）　
民

間
の

幼
稚

園
で

務
め

て
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

廃
止

頑
張

れ
る

の
で

す
、

こ
ど

も
の

た
め

な
ら

。
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
な

ん
て

、
ふ

ざ
け

た
シ

ス
テ

ム
は

た
だ

ち
に

と
賃

金
リ

ン
ク

の
撤

回
を

す
べ

き
と

き
で

は
な

い
か

。（
↓

）”
S

S
 の

人
も

S
廃

止
の

活
性

化
、

教
職

員
の

意
欲

や
資

質
の

向
上

の
た

め
に

真
剣

に
「

シ
ス

テ
ム

」
の

す
べ

き
と

考
え

て
い

ま
す

。
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

シ
ス

テ
ム

あ
り

き
で

す
の

で
、

あ
ま

り
意

味
廃

止
働

い
て

い
る

の
で

、
意

見
を

書
く

の
が

難
し

く
感

じ
た

。（
↓

）”
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
す

る
こ

と
を

切
望

し
ま

す
。”

（
↓

）”
授

業
見

学
、

面
談

の
頻

度
と

タ
イ

ミ
ン

グ
な

ど
管

理
職

廃
止

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
そ

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

水
を

差
し

、
協

力
体

制
を

崩
す

も
の

で
す

。（
↓

）
ぜ

ひ
と

も
、

し
て

ほ
し

い
で

す
。

年
度

初
め

に
目

標
を

立
て

る
こ

と
は

メ
リ

ッ
ト

も
あ

り
ま

す
が

、
で

き
る

廃
止

学
校

事
務

　
給

与
担

当
な

の
で

、
そ

の
観

点
か

ら
述

べ
ま

す
が

、
で

き
る

な
ら

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
す

る
べ

き
で

す
。”

（
↓

）
い

ろ
い

ろ
な

教
職

員
業

務
は

、
同

僚
や

評
価

者
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

人
々

と
廃

止
な

い
だ

け
で

は
な

く
、

学
校

の
教

育
活

動
を

妨
害

し
て

い
る

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

は
即

刻
し

て
い

た
だ

き
た

い
。（
↓

）　
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
評

価
に

よ
り

給
料

が
上

が
っ

た
り

下
が

っ
た

り
廃

止
結

果
に

自
分

の
勤

務
評

価
が

左
右

さ
れ

て
い

る
。

労
働

意
欲

を
下

げ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
は

即
を

強
く

希
望

い
た

し
ま

す
。（
↓

）
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
含

め
、

時
間

の
な

い
中

、
や

ら
な

け
れ

廃
止

書
類

の
作

成
提

出
に

追
わ

れ
て

い
ま

す
。

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

、
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
の

等
、

シ
ス

テ
ム

の
改

善
を

望
み

ま
す

。
大

阪
府

の
教

育
が

ま
す

ま
す

ダ
メ

に
な

っ
て

い
か

廃
止

ま
す

。（
↓

）
未

来
あ

る
若

い
先

生
の

や
る

気
を

そ
ぐ

こ
と

の
な

い
よ

う
、

給
与

へ
の

反
映

の
を

含
め

、
そ

の
抜

本
的

な
見

直
し

を
強

く
求

め
ま

す
。”

（
↓

）”
　

評
価

者
が

一
律

廃
止

に
差

を
つ

け
ら

れ
る

こ
と

へ
の

苦
痛

を
当

局
は

し
っ

か
り

と
受

け
止

め
て

ほ
し

い
。

シ
ス

テ
ム

の
し

て
ほ

し
い

。
育

成
を

口
実

に
し

た
指

導
・

助
言

は
パ

ワ
ハ

ラ
の

温
床

に
廃

止
シ

ス
テ

ム
は

育
成

に
役

立
っ

て
お

ら
ず

、
職

場
・

職
員

の
分

断
を

持
ち

込
む

も
の

で
た

だ
ち

に
を

切
望

し
て

い
る

。（
↓

）
産

休
や

育
休

、
介

護
休

暇
を

取
得

し
た

場
合

、
評

価
が

廃
止

分
断

を
生

む
だ

け
で

し
か

な
い

「
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

」
な

ど
は

一
利

も
な

い
。

シ
ス

テ
ム

の
早

期
す

べ
き

で
す

。（
↓

）
最

後
に

シ
ス

テ
ム

全
体

で
す

。（
↓

）
教

育
が

時
の

為
政

者
の

手
に

よ
り

、
廃

止
、

人
を

大
切

に
し

な
い

、
不

誠
実

な
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

は
即

刻
の

方
向

で
見

直
し

を
進

め
て

ほ
し

い
と

い
う

意
見

が
多

く
あ

る
。

授
業

力
向

上
は

、
授

業
廃

止
、

回
答

者
が

児
童

生
徒

で
も

保
護

者
で

も
、

教
師

の
ラ

ン
ク

付
け

に
つ

な
が

る
の

で
の

選
択

肢
も

加
え

て
お

く
べ

き
だ

。（
↓

）・
自

己
申

告
書

は
、

当
年

年
度

末
の

評
価

開
示

廃
止

、
存

続
を

（
↓

）　
前

提
と

し
て

お
り

、
恣

意
的

だ
。

見
直

し
の

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ら
ば

、
す

る
べ

き
で

あ
ろ

う
。（
↓

）”
（
↓

）”
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
、

評
価

は
し

て
も

「
廃

止
を

考
え

て
い

な
い

よ
う

な
人

た
ち

の
作

っ
た

と
思

わ
れ

る
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

速
攻

し
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。（
↓

）”
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

、
廃

止
さ

れ
る

こ
と

で
、

や
る

気
を

損
な

わ
れ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
と

も
こ

の
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
す

る
の

が
大

阪
の

子
ど

も
た

ち
と

学
校

で
働

く
者

に
と

っ
て

最
善

の
道

で
す

。
シ

ス
テ

ム
を

廃
止

現
実

が
見

え
て

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
シ

ス
テ

ム
そ

の
も

の
に

欠
陥

が
あ

る
の

で
す

。
即

刻
を

求
め

る
。”

（
↓

）
毎

年
使

い
ま

わ
し

て
い

る
先

輩
先

生
方

も
結

構
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

あ
ま

り
意

味
が

廃
止

学
校

を
ゆ

が
め

る
原

因
の

最
た

る
も

の
。

も
う

一
度

言
う

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
そ

の
も

の
が

間
違

っ
て

い
る

、
即

刻
を

訴
え

る
理

由
で

す
。

職
員

間
の

不
和

は
生

徒
に

影
響

す
る

し
、

良
い

状
況

に
は

廃
止

思
い

ま
す

。
こ

の
評

価
で

は
協

力
・

連
帯

を
崩

す
物

に
な

る
こ

と
も

こ
の

制
度

の
し

、
正

規
職

員
を

増
や

し
、

給
料

の
ベ

ー
ス

を
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

が
一

番
効

果
的

で
あ

る
廃

止
べ

き
で

あ
る

。
教

職
員

の
意

欲
の

向
上

や
活

性
化

に
つ

な
げ

る
に

は
、

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
す

る
べ

き
！

（
↓

）
評

価
さ

れ
る

者
、

評
価

す
る

も
の

両
者

に
と

っ
て

時
間

の
無

駄
に

し
か

な
ら

な
い

廃
止

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
本

当
に

教
育

へ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

疑
問

で
す

。”
（
↓

）”
即

刻
し

か
な

い
。（
↓

）
教

員
は

一
人

ひ
と

り
違

っ
た

児
童

と
日

々
向

き
合

っ
て

い
る

。
そ

れ
は

決
し

て
評

価
を

廃
止

管
理

職
、

事
務

職
に

多
大

な
負

担
を

強
い

て
い

る
、

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

も
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

も
し

て
、

現
場

に
職

員
を

一
人

で
も

多
く

配
置

で
き

る
よ

う
な

施
策

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

廃
止

。（
↓

）
そ

れ
は

決
し

て
評

価
を

で
き

る
よ

う
な

物
で

は
な

い
。（
↓

）
一

刻
も

早
く

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
の

声
し

か
あ

が
っ

て
い

な
い

。”
（
↓

）
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。（
↓

）”
　

教
育

者
の

お
廃

止
で

い
る

。
そ

の
想

い
が

踏
み

に
じ

ら
れ

て
い

る
気

持
ち

で
あ

る
。（
↓

）
現

場
で

は
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
す

る
べ

き
も

の
で

あ
る

。（
↓

）
ア

ン
ケ

ー
ト

の
質

問
が

、
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
あ

り
き

の
質

問
選

択
肢

で
廃

止
を

さ
れ

に
の

で
あ

れ
ば

、
現

在
の

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
は

次
年

度
に

即
刻

す
る

こ
と

へ
の

問
が

な
い

。
シ

ス
テ

ム
実

施
後

、
職

員
間

で
協

同
し

て
働

く
意

識
廃

止
ア

ン
ケ

ー
ト

の
質

問
が

、
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
あ

り
き

の
質

問
選

択
肢

で
、

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

を
す

べ
し

。（
↓

）”
ま

だ
ま

だ
改

善
す

べ
き

点
は

多
い

と
思

い
ま

す
が

、
必

要
な

シ
ス

テ
ム

だ
廃

止
の

形
と

な
っ

た
と

い
う

。（
↓

）
特

に
あ

り
ま

せ
ん

（
↓

）
百

害
あ

っ
て

一
理

な
し

。
速

や
か

に
し

て
い

る
こ

と
は

導
入

前
か

ら
指

摘
さ

れ
て

い
た

。（
↓

）”
教

職
員

の
評

価
・

廃
止

思
わ

れ
る

。
評

価
育

成
の

方
法

は
効

果
が

な
く

、
実

施
し

て
い

た
企

業
な

ど
も

し
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。（
↓

）”
（
↓

）
公

正
に

評
価

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
廃

止
て

い
な

い
児

童
か

ら
も

評
価

さ
れ

る
の

は
、

ど
う

か
と

思
い

ま
す

。（
↓

）
ア

ン
ケ

ー
ト

を
す

る
こ

と
を

求
め

ま
す

。（
↓

）”
　

様
々

な
仕

事
が

あ
る

中
、

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

の
た

め
廃

止
し

は
じ

め
た

と
き

、
学

校
教

育
は

終
わ

る
と

思
い

ま
す

。「
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
」

を
た

だ
ち

に
す

る
方

が
い

い
と

思
い

す
。、

（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
に

な
っ

て
、

よ
り

目
立

つ
仕

事
、

廃
止

に
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
を

考
え

直
す

べ
き

だ
と

思
う

。
現

状
の

ま
ま

で
あ

る
な

ら
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

を
願

う
。（
↓

）”
　

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

の
シ

ー
ト

よ
り

も
、

授
業

を
見

て
気

付
い

た
こ

と
廃

止
ば

か
り

意
識

し
て

真
の

教
育

が
行

え
る

の
で

あ
ろ

う
か

。
も

う
一

度
考

え
て

改
善

、
の

方
向

を
考

え
て

い
く

こ
と

が
必

要
。（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
そ

の
も

の
が

問
題

で
あ

る
。

賃
金

廃
止

化
ば

か
り

が
比

重
を

占
め

る
「

育
成

シ
ス

テ
ム

」
は

「
育

成
」

と
は

な
ら

な
い

の
で

、
を

希
望

し
て

い
る

。”
（
↓

）
A

評
価

の
給

料
は

新
任

、
講

師
の

先
生

よ
り

低
い

と
廃

止
喜

び
を

感
じ

る
も

の
が

多
い

と
思

う
。（
↓

）　
教

職
員

の
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

の
一

刻
も

早
い



９．その他ネガティブ記述の特徴からわかること

次にネガティブ記述が多かった、授業アンケートが不公正である（３６記述）については、子

どもや保護者による評価に信頼性や妥当性のないことへの不満、たとえば単なる人気投票に

なっていたり、先生に対する好き嫌いが反映されたり、教科の難易度の差で平等性がないなど

の不満が訴えられるとともに、アンケートを行うことで子どもに厳しく接することができなく

なったり、難しい内容を教えることをためらったりなど、教育そのものの内容に影響を与える

ことが指摘されていた。

これはやはりネガティブ記述が多かった、そもそも教育の場にシステムがそぐわない（３４記

述）ということにも関連している。「学年集団、学校集団として動いてきた私たち教師が、い

つの間にか『個人の手柄』を競って働くようになったように感じてとても残念」という声があ

るように、授業アンケートも含め、評価することそのものが教育の在り方を歪めてしまうこと

に教職員は強く危惧を感じているようであった。評価・育成システムが教員の意欲や資質能力

の向上、学校の活性化につながっていないことと併せて考えると、教職員が評価・育成システ

ムの廃止を強く訴えるのもよく理解ができる。

次に記述が多かったのは、今回の調査で特徴的であろうが、このアンケート（評価・育成シ

ステムについてのアンケート）自体が不適切（２８記述）であるという記述であった。いわく

「このアンケート内容では現行の評価・育成システムの存続が前提であり、制度そのものの問

題点を洗い出すことができず、改善に繋がらない」「自己申告票のシステム自体に問題を感じ

ている者にとって、選べないものばかりであり、偏ったアンケートを実施する見識を疑う」な

ど、そもそもアンケート自体が不適切であることを指摘する声であった。たとえば、既述のよ

うに、「教職員の意欲を向上し、組織の活性化を図るために、評価結果の給与反映をどのよう

に改善すればよいと思いますか」の選択肢に、２０１０年の調査では存在した「昇給（給料）への

反映をなくす（勤勉手当のみ反映する）」が無くなっていたり、授業アンケートについては「結

果をどのような授業改善の取り組みにつなげたか」という質問であり、授業アンケート自体へ

の賛否が答えられないなど明らかに結果を自分たち教育委員会の都合の良いように誘導しよう

としている質問となったりしている。そのためか、どちらの質問についても無回答が非常に多

くなっている（給与反映５２８人（１１.６％）；授業アンケート６５７人（１５.３％））。意欲や資質能力の

向上につながっているという割合が増えた給与反映についても、その質問の前に、「がんばっ

た人とそうでない人に給与差を設けるのは適当だと思いますか」という社会的望ましさの非常
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に高い、不適切な質問項目が設けられている。パーソナリティ検査や質問紙尺度に回答する際、

その項目の内容が過度に社会的に望ましいものであった場合、社会的に望ましい方向に回答が

歪められる傾向がある。こうした社会的望ましさ反応は得点に変化をもたらし、パーソナリ

ティ検査や質問紙尺度の得点を信頼できないものとする（登張，２００７）。今回のアンケートに

は、この質問によって給与反映に対して肯定的に意見を誘導しようという意図があると思われ、

その結果の信用性が疑われる。

大阪府教育委員会のアンケート調査結果のまとめ（概要版）（大阪府教育委員会，２０１８）で

は、「評価者・被評価者ともに肯定的な意見が増加し、制度が適切に運営され着実に定着」し

てきていると総括するが、このような恣意的なアンケート結果に基づいた総括は十分に信用す

ることができない。

その他にネガティブ記述で多かったのは、「給与反映への反対（２７記述）」「やる気のない人

を排除することができない、一方できる人に仕事が集中（１２記述）」「多忙化の原因になること

への不満（１０記述）」であった。給与反映については意欲や資質能力の向上につながっている

と考える者が多くなっていたが、まだ５７％の者が「あまり、全くつながっていない」と答えて

おり、まだ反対意見も多いと考えていいだろう。「給与を減らすシステムであることへの不満

（６記述）」はＡ評価でも上位区分への配分原資のために０.０３月の給与（勤勉手当）が下げられ

るという仕組みが、がんばりを認められていないという思いにつながっているのだろう。

やる気のない人を排除できず、できる人に仕事が集中するという記述は、評価・育成システ

ムが「がんばった人とそうでない人」を十分に分けて評価できていないという不満であり、実

質、評価・育成システムへの賛成と言ってもいいかもしれない。だが確かに学校において仕事

の偏在があるのは事実であろうが、様々な事情のある教職員について「がんばった人とそうで

ない人」を分け、「そうでない人」の評価を下げよ、給与を下げよと攻撃するのは、まわりま

わって教職員自身の首を絞めるのではないかと危惧される。

最後に記述自体は１０記述と多くなかったが、評価・育成システムが「多忙化の原因となるこ

とへの不満」については評価・育成システムが輪をかけて教職員の多忙化を進めていることが

伺われた。KWIC コンコーダンス分析を「多忙」について行うと、評価・育成システムが多忙

に拍車をかけていることと、そのような多忙の中で不可能に近い評価を行わなければならない

管理職に対する同情すら示されている（表１１、１２）。

教員の働き方改革が叫ばれる昨今、子どもの教育に直接関係のない業務については縮小の方
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表
１１

　
K

W
IC

 コ
ン

コ
ー

ダ
ン

ス
「

多
忙

」
の

記
述
�

化
の

な
か

で
、

負
担

に
な

っ
て

い
る

点
も

み
ら

れ
る

。
面

談
回

数
を

減
ら

す
な

ど
多

忙
と

な
り

、
自

身
の

経
営

方
針

の
達

成
へ

の
意

欲
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

。
た

だ
し

、
業

務
な

毎
日

に
余

計
な

負
担

で
あ

る
こ

の
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

は
廃

止
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
多

忙
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。”

（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
の

必
要

性
を

全
く

感
じ

ま
せ

ん
。

期
に

提
出

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
ス

ト
レ

ス
が

多
大

で
す

。
も

っ
と

簡
単

な
も

の
に

す
る

な
ど

多
忙

か
が

気
が

か
り

で
す

。（
↓

）
今

の
評

価
制

度
で

私
と

し
て

は
良

い
と

思
い

ま
す

。”
（
↓

）”
な

職
場

な
の

に
、

評
価

育
成

に
関

わ
っ

て
時

間
を

費
や

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
は

終
わ

り
多

忙
理

解
で

き
て

い
な

い
の

に
評

価
さ

れ
る

こ
と

に
嫌

悪
感

を
感

じ
る

。
た

だ
で

さ
え

を
き

た
し

て
い

る
中

、
残

業
を

し
て

作
成

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
状

況
で

あ
る

。
多

忙
育

成
シ

ス
テ

ム
の

計
画

を
考

え
、

文
章

作
成

時
間

が
新

年
度

の
立

ち
上

げ
時

期
で

業
務

が
な

職
務

の
中

で
、

勤
務

時
間

内
に

仕
事

を
終

わ
ら

せ
評

価
育

成
シ

ー
ト

に
自

分
の

多
忙

た
こ

と
・

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

を
見

直
す

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

一
方

で
は

、
日

々
な

時
に

、
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

を
作

成
す

る
時

間
が

惜
し

い
と

感
じ

る
こ

と
が

多
い

。
多

忙
弊

害
ば

か
り

が
現

場
に

は
出

て
い

ま
す

。（
↓

）
授

業
・

校
務

分
掌

な
ど

の
業

務
で

化
に

よ
る

事
故

や
犠

牲
者

が
生

じ
て

し
ま

っ
て

か
ら

で
は

遅
い

と
い

う
こ

と
を

、
多

忙
、

そ
の

上
で

シ
ス

テ
ム

自
体

を
考

え
直

す
こ

と
こ

そ
が

必
要

な
の

で
は

な
い

の
か

。
な

先
生

た
ち

が
子

ど
も

と
向

き
合

う
時

間
を

更
に

減
ら

し
て

い
る

。
評

価
者

の
立

場
で

考
え

多
忙

う
と

思
え

る
と

思
う

。”
（
↓

）
評

価
教

育
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
自

己
申

告
表

を
書

く
時

間
が

、
日

々
す

ぎ
る

な
ど

で
の

働
く

意
欲

を
損

ね
る

し
か

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

意
味

を
も

た
な

い
よ

う
に

思
え

て
多

忙
で

あ
る

。
真

面
目

に
積

み
重

ね
て

き
て

い
る

こ
と

が
評

価
に

つ
な

が
ら

な
い

、
ま

し
て

や
業

務
が

な
中

、
改

め
て

授
業

や
校

務
に

お
け

る
目

標
を

設
定

す
る

の
は

煩
雑

に
感

じ
る

（
日

々
多

忙
や

今
後

の
個

人
目

標
の

設
定

な
ど

に
お

い
て

は
一

定
の

効
果

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
な

ど
に

よ
り

、
評

価
を

正
し

く
判

断
で

き
る

ほ
ど

、
管

理
職

が
授

業
や

学
級

の
様

子
を

多
忙

か
に

か
か

っ
て

い
る

と
思

う
。

以
上

（
↓

）”
　

管
理

職
も

出
張

や
会

議
、

業
務

の
な

管
理

職
が

全
て

の
教

職
員

を
細

か
く

評
価

す
る

の
は

不
可

能
で

す
。

校
長

と
教

頭
に

多
忙

も
あ

る
の

で
、

評
価

の
理

由
等

を
よ

り
明

確
に

伝
え

る
必

要
が

あ
る

よ
う

に
思

う
。（
↓

）
感

は
大

き
い

と
感

じ
ま

す
。

管
理

職
の

多
忙

化
の

解
消

の
た

め
に

も
、

面
談

多
忙

で
す

。（
↓

）　
ま

た
、

教
職

員
の

人
数

が
増

え
れ

ば
増

え
る

ほ
ど

、
面

談
時

期
の

管
理

職
の

化
の

解
消

の
た

め
に

も
、

面
談

の
持

ち
方

を
改

善
で

き
れ

ば
い

い
と

思
い

ま
す

多
忙

増
え

る
ほ

ど
、

面
談

時
期

の
管

理
職

の
多

忙
感

は
大

き
い

と
感

じ
ま

す
。

管
理

職
の

で
、

授
業

を
日

常
的

に
観

察
し

、
指

導
や

育
成

に
い

か
す

時
間

を
確

保
で

き
て

多
忙

欲
し

い
。

年
に

１
度

の
授

業
参

観
で

何
が

わ
か

る
の

か
。（
↓

）”
管

理
職

が
で

、
な

か
な

か
授

業
や

教
室

の
様

子
を

見
に

来
れ

な
い

の
で

難
し

い
と

は
思

い
ま

す
多

忙
、

仕
事

し
て

い
る

か
と

い
う

と
そ

う
で

な
い

場
合

も
あ

り
ま

す
。

管
理

職
も

を
極

め
て

い
る

と
推

察
す

る
。

そ
の

よ
う

な
環

境
の

中
、

シ
ー

ト
を

読
ん

で
面

談
多

忙
な

い
も

の
が

多
い

。（
↓

）　
管

理
職

の
方

達
も

、
仕

事
の

多
様

化
を

背
景

に
化

・
仕

事
の

変
質

の
原

因
だ

と
感

じ
る

。
職

場
の

風
通

し
も

良
く

な
い

。
簡

略
化

多
忙

当
た

り
前

と
受

け
止

め
て

い
る

で
あ

ろ
う

シ
ス

テ
ム

だ
が

、
教

員
免

許
更

新
制

と
な

ら
ぶ

、
教

員
感

や
「

や
ら

さ
れ

て
い

る
」

感
の

た
め

、
心

理
的

に
疲

弊
す

る
。

×
記

入
多

忙
し

た
と

は
思

え
な

い
。

提
出

す
べ

き
書

類
が

増
え

る
一

方
の

状
況

下
で

は
、

化
が

加
速

し
、

職
員

の
心

身
へ

の
悪

影
響

が
年

々
増

加
し

て
い

る
気

が
し

多
忙

な
い

と
昨

年
始

め
た

事
は

当
た

り
前

に
行

い
、

新
た

な
目

標
を

増
や

し
、

そ
の

結
果

、
な

中
で

、
さ

ら
に

評
価

育
成

シ
ー

ト
の

為
に

時
間

を
割

く
必

要
が

あ
り

、
そ

の
負

担
多

忙
は

、
評

価
育

成
シ

ー
ト

に
記

載
で

き
な

い
よ

う
な

雑
多

な
業

務
に

追
わ

れ
て

い
る

。
な

日
々

を
過

ご
し

て
い

る
全

教
職

員
（

管
理

職
も

含
む

）
に

寄
り

添
い

、
心

健
や

か
に

多
忙

シ
ス

テ
ム

自
体

が
逆

効
果

で
は

な
い

か
と

感
じ

て
い

る
。（
↓

）　
骨

身
を

削
り

な
が

ら
、

さ
で

は
無

理
が

あ
る

。【
面

談
】

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

を
通

じ
て

管
理

職
と

面
談

の
機

会
多

忙
も

っ
と

個
々

の
教

員
の

こ
と

を
知

ら
な

く
て

は
な

ら
な

い
が

、
今

の
管

理
職

の
化

解
消

の
た

め
、

人
員

を
増

や
し

て
下

さ
い

。（
↓

）”
（
↓

）　
　

自
己

申
告

し
た

際
、

多
忙

ま
す

。（
↓

）
こ

ん
な

こ
と

に
無

駄
な

時
間

を
使

う
の

で
し

た
ら

他
の

事
に

使
い

た
い

。
な

職
務

の
た

め
、

シ
ス

テ
ム

（
目

標
や

内
容

、
実

施
計

画
）

の
作

成
に

時
間

が
と

ら
多

忙
が

…
。

評
価

シ
ス

テ
ム

に
は

無
理

が
あ

る
よ

う
で

な
り

ま
せ

ん
。”

（
↓

）”
・

日
々

な
業

務
の

中
、

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
が

更
に

複
雑

化
す

る
の

は
避

け
た

い
。（
↓

）
具

体
多

忙
か

、
ど

ん
な

事
を

し
た

い
の

か
等

意
見

を
更

に
す

り
合

わ
せ

る
必

要
性

も
感

じ
る

。（
↓

）
な

中
、

一
面

的
な

見
方

に
な

っ
て

し
ま

わ
な

い
か

と
も

思
う

。（
↓

）
児

童
の

多
忙

な
い

と
感

じ
て

い
る

。（
↓

）
評

価
者

自
身

も
、

保
護

者
対

応
や

生
指

対
応

な
ど

で
な

教
職

員
に

と
っ

て
迷

惑
な

文
書

作
成

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
こ

の
シ

ス
テ

ム
で

は
管

理
サ

イ
ド

の
多

忙
仕

事
へ

の
や

り
が

い
に

な
っ

て
い

ま
す

。（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

の
記

述
は

煩
雑

で
超

な
中

申
し

訳
な

い
の

で
す

が
、

も
う

少
し

校
内

巡
視

を
強

化
し

、
ク

ラ
ス

や
学

年
の

様
子

多
忙

こ
と

が
多

々
目

立
っ

て
き

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
管

理
職

に
お

い
て

は
、

仕
事

が
に

な
る

中
、

書
類

の
作

成
や

面
談

に
大

き
な

負
担

感
を

覚
え

る
。

書
類

作
成

の
巧

拙
が

多
忙

感
じ

る
の

で
、

そ
の

部
分

は
改

善
が

必
要

で
あ

ろ
う

と
思

う
。（
↓

）
教

員
の

業
務

が
化

と
教

師
の

同
僚

性
の

破
壊

が
進

行
し

て
い

る
。

私
の

知
っ

て
い

る
大

学
生

多
忙

競
争

心
が

教
師

に
煽

ら
れ

、
ギ

ク
シ

ャ
ク

す
る

場
面

や
学

校
が

増
え

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
感

。
効

用
が

感
じ

ら
れ

な
い

、
に

も
か

か
わ

ら
ず

給
与

に
反

映
さ

れ
る

シ
ス

テ
ム

に
か

か
わ

る
時

間
の

捻
出

多
忙

授
業

観
察

を
す

る
校

長
が

い
た

が
、

そ
れ

を
も

っ
て

授
業

が
評

価
で

き
る

の
か

。（
↓

）
３

）
な

な
か

で
、「

教
職

員
の

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
」

に
よ

っ
て

育
成

さ
れ

て
い

る
と

い
う

実
感

多
忙

捻
出

は
困

難
。（
↓

）
４

）「
育

成
」

は
な

さ
れ

て
い

る
か

。
管

理
職

、
職

員
と

も
に

極
め

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
教

員
数

も
多

く
、

正
確

な
評

価
は

、
難

し
い

の
で

多
忙

お
い

て
い

ま
せ

ん
。（
↓

）
評

価
す

る
側

も
、

面
談

に
相

当
の

時
間

が
必

要
で

、
の

た
め

か
、

な
か

な
か

具
体

的
に

話
し

合
い

が
で

き
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
と

多
忙

こ
と

だ
と

思
う

。
し

か
し

こ
の

計
画

に
つ

い
て

校
長

と
の

面
談

も
行

わ
れ

る
が

、
校

長
も

化
・

働
き

す
ぎ

の
要

因
と

な
ら

な
い

評
価

改
善

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。（
↓

）”
○

少
数

多
忙

。
こ

の
制

度
自

体
、

問
題

点
の

多
い

中
で

の
実

施
だ

っ
た

と
思

う
。

業
務

の
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る

。（
↓

）
評

価
の

基
準

が
不

明
。

管
理

職
が

頼
み

や
す

く
多

忙
活

動
を

お
こ

な
う

教
員

等
の

評
価

が
難

し
く

な
る

。”
（
↓

）
効

果
が

あ
る

か
ど

う
か

よ
り

、
さ

も
あ

り
、

書
い

た
き

り
に

な
っ

て
い

る
場

合
も

多
い

の
か

と
。

個
人

目
標

多
忙

自
己

申
告

票
が

形
式

だ
っ

て
い

る
の

で
、

個
人

の
思

い
が

あ
ま

り
反

映
さ

れ
ず

、
化

し
て

い
ま

す
。

文
章

表
現

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
高

い
教

職
員

が
高

い
評

価
を

受
け

や
す

く
多

忙
て

い
き

ま
す

。
自

己
申

告
票

を
書

く
こ

と
に

も
時

間
が

か
か

り
、

業
務

が
よ

り
一

層
な

校
長

が
す

べ
て

の
教

職
員

の
評

価
を

す
る

こ
と

が
、

本
当

に
可

能
な

の
だ

ろ
う

か
多

忙
と

の
関

係
性

が
多

く
評

価
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
も

感
じ

る
。”

（
↓

）”
非

常
に

な
現

場
で

記
述

に
際

し
て

時
間

を
要

す
る

こ
と

を
考

え
る

と
、

あ
ま

り
意

義
の

あ
る

シ
ス

テ
ム

だ
と

多
忙

れ
る

。
が

ん
ば

っ
た

｛
S

｝
の

加
算

率
を

実
感

で
き

ず
仕

事
量

は
多

く
な

り
、

な
中

で
記

入
・

提
出

し
な

け
れ

ば
ら

な
い

現
状

で
は

、
記

入
自

体
が

負
担

と
多

忙
や

計
画

的
な

業
務

に
遂

行
に

は
有

効
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
業

務
が

で
適

正
に

評
価

で
き

て
い

な
い

よ
う

に
感

じ
る

。）
（
↓

）
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

無
く

す
か

、
も

し
多

忙
評

価
者

に
し

っ
か

り
と

評
価

を
し

て
も

ら
え

る
こ

と
が

少
な

い
と

思
う

。（
評

価
者

も
な

中
で

シ
ス

テ
ム

を
作

成
す

る
こ

と
は

業
務

を
増

や
し

確
実

に
残

業
に

な
っ

て
い

る
こ

と
多

忙
ま

で
評

価
さ

れ
て

い
る

か
は

実
感

と
し

て
は

な
い

。
ま

た
、

年
度

初
め

の
業

務
が

な
な

か
で

、
現

場
の

教
職

員
の

負
担

が
大

き
い

の
で

、
シ

ス
テ

ム
を

変
え

て
ほ

し
い

。（
↓

）
学

校
多

忙
に

な
る

こ
と

も
あ

り
、

こ
れ

で
い

い
の

か
と

思
う

こ
と

も
あ

り
ま

す
。”

（
↓

）
毎

日
化

の
中

、
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

の
自

己
申

告
書

を
書

く
負

担
も

大
き

い
。

管
理

職
多

忙
相

違
し

て
い

た
ら

、
意

欲
は

低
下

し
、

自
信

を
無

く
し

て
し

ま
う

と
思

う
。

学
校

に
な

っ
て

い
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

校
長

一
人

で
５０

人
～

６０
人

の
評

価
多

忙
育

成
シ

ス
テ

ム
に

は
色

々
と

課
題

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

の
一

つ
に

、
校

長
が

よ
り

な
上

に
評

価
シ

ス
テ

ム
の

お
か

げ
で

よ
り

い
っ

そ
う

多
忙

に
な

っ
た

。
教

材
研

究
を

し
っ

か
り

し
多

忙
だ

け
、

普
段

と
違

う
授

業
を

試
み

る
教

師
も

い
て

、
見

て
て

嫌
に

な
る

。
に

な
っ

た
。

教
材

研
究

を
し

っ
か

り
し

て
自

己
の

授
業

力
を

鍛
え

る
時

間
を

確
保

し
多

忙
て

、
見

て
て

嫌
に

な
る

。
多

忙
な

上
に

評
価

シ
ス

テ
ム

の
お

か
げ

で
よ

り
い

っ
そ

う
化

を
極

め
る

教
職

員
の

負
担

増
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。

本
当

に
機

能
さ

せ
る

た
め

に
多

忙
そ

も
そ

も
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

機
能

し
て

い
る

の
か

ど
う

か
さ

え
、

怪
し

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

ま
た

で
あ

る
が

、
授

業
や

ク
ラ

ス
の

様
子

な
ど

見
に

来
る

こ
と

が
少

な
く

、
表

面
上

の
多

忙
、

全
教

員
を

適
切

に
評

価
し

て
も

ら
っ

て
い

る
と

は
思

わ
な

い
。

校
長

先
生

も
化

の
中

で
、

管
理

職
だ

け
が

評
価

を
す

る
の

は
適

切
で

は
な

い
の

で
多

忙
い

く
。（
↓

）
ま

た
、

評
価

の
在

り
方

自
体

も
見

直
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

。
こ

の
か

つ
評

価
対

象
者

が
多

い
た

め
、

被
評

価
者

の
日

常
の

働
き

具
合

を
ほ

と
ん

ど
把

握
で

き
多

忙
の

業
務

に
追

わ
れ

る
中

で
書

く
と

な
る

と
時

間
を

要
す

る
。（
↓

）”
○

評
価

者
が

な
時

期
と

か
ぶ

り
、

毎
年

同
じ

よ
う

な
事

を
書

い
て

い
る

。（
↓

）
管

理
職

か
ら

の
評

価
多

忙
何

よ
り

嬉
し

く
感

じ
ま

す
。（
↓

）”
（
↓

）”
自

己
申

告
表

の
作

成
が

面
倒

で
あ

る
。（
↓

）
提

出
時

期
も

な
中

で
自

己
申

告
票

の
提

出
を

行
う

が
、

そ
れ

が
評

価
に

正
し

く
い

か
さ

れ
て

多
忙

で
見

え
て

く
る

面
が

あ
れ

ば
知

り
た

い
で

す
。”

（
↓

）
も

っ
と

簡
潔

な
も

の
が

良
い

。（
↓

）
で

、
普

段
の

仕
事

の
評

価
を

適
切

に
で

き
て

い
る

の
か

疑
問

。
同

僚
の

中
多

忙
に

異
な

る
の

に
、

評
価

の
基

準
が

曖
昧

で
あ

る
点

に
違

和
感

を
感

じ
る

。
評

価
者

も
化

の
中

で
の

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

の
在

り
方

に
つ

い
て

も
う

一
度

見
直

し
て

い
た

だ
き

た
い

多
忙

を
す

る
し

か
な

い
と

考
え

る
が

、
府

教
委

の
方

々
は

い
か

が
お

考
え

か
。”

（
↓

）”
な

中
で

、
数

値
化

を
求

め
ら

れ
、

評
価

さ
れ

る
た

め
だ

け
に

記
入

す
る

こ
と

に
多

忙
中

で
、

具
体

的
に

い
く

つ
か

の
み

を
取

り
上

げ
て

示
す

必
要

が
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
？

を
極

め
て

お
り

、
教

科
指

導
以

外
の

雑
務

ま
で

任
さ

れ
疲

弊
し

て
い

る
。

そ
の

上
多

忙
年

度
当

初
、

仕
事

に
対

し
て

目
標

を
持

つ
の

は
当

た
り

前
で

あ
る

が
、

教
員

の
仕

事
は

年
々

す
ぎ

る
と

思
い

ま
す

。
口

頭
で

の
や

り
取

り
で

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
な

ど
あ

ま
り

時
間

を
取

ら
な

い
方

法
多

忙
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
を

文
書

に
す

る
時

間
な

ど
、

子
ど

も
に

向
き

合
う

以
外

の
業

務
が

年
々

増
え

、
で

負
担

感
も

大
き

い
中

、
本

当
に

頑
張

っ
て

い
る

人
達

が
報

わ
れ

る
評

価
シ

ス
テ

ム
で

あ
っ

て
多

忙
人

が
増

え
る

と
、

現
場

の
教

師
余

計
に

困
る

だ
け

で
す

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

非
常

に
な

時
期

と
提

出
締

め
切

り
が

重
な

る
た

め
、

負
担

に
感

じ
る

こ
と

も
あ

る
。（
↓

）
評

価
に

つ
い

て
も

現
状

多
忙

が
あ

っ
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

の
で

予
測

で
記

入
す

る
こ

と
が

あ
る

。
ま

た
、

業
務

な
校

長
（

教
頭

）
が

客
観

的
に

評
価

す
る

の
は

、
根

本
的

に
無

理
が

あ
る

多
忙

、
結

果
は

数
字

で
は

表
れ

な
い

。
そ

の
た

め
、

評
価

を
す

る
の

は
大

変
難

し
い

。
な

中
、

担
当

す
る

と
い

う
だ

け
で

も
本

当
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
。

そ
れ

が
、

評
価

多
忙

も
と

よ
り

、
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

を
進

め
よ

う
と

す
る

教
育

委
員

会
の

方
々

は
知

る
べ

き
。
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表
１２

　
K

W
IC

 コ
ン

コ
ー

ダ
ン

ス
「

多
忙

」
の

記
述
�

を
極

め
て

は
い

る
が

、
も

う
少

し
細

か
く

教
職

員
の

働
き

ぶ
り

を
観

察
し

て
み

て
は

い
か

が
と

多
忙

割
に

は
、

目
に

見
え

る
評

価
は

さ
れ

て
い

な
い

と
感

じ
る

。
校

長
先

生
も

な
現

場
の

負
担

に
な

っ
て

い
る

と
感

じ
て

い
ま

す
。

形
式

的
な

も
の

と
し

て
認

識
多

忙
、

給
与

に
も

反
映

さ
れ

る
こ

と
に

、
違

和
感

を
感

じ
る

。（
↓

）”
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
な

毎
日

の
中

で
、

煩
雑

な
仕

事
が

増
え

る
こ

と
で

、
教

職
員

の
負

担
や

や
る

気
が

多
忙

お
ら

ず
、

学
校

の
活

性
化

に
は

つ
な

が
っ

て
い

な
い

の
が

現
状

で
す

。
ま

た
、

感
が

増
す

こ
と

が
あ

る
。

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
に

目
標

を
書

き
、

そ
の

目
標

を
達

成
多

忙
。

評
価

の
枠

組
み

を
見

直
す

こ
と

は
で

き
な

い
の

か
。（
↓

）
教

育
以

外
の

雑
務

等
に

よ
っ

て
、

さ
に

追
わ

れ
、

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

目
標

の
設

定
・

目
標

に
対

し
て

の
取

り
組

み
は

で
き

多
忙

よ
く

な
ら

な
い

。
評

価
、

育
成

シ
ス

テ
ム

に
反

対
で

す
。（
↓

）
日

常
的

な
業

務
の

煩
雑

さ
、

・
異

動
先

の
様

子
・

仕
事

内
容

・
全

体
像

の
把

握
す

る
時

間
が

足
り

な
く

）
評

価
多

忙
勤

務
先

で
は

、
本

来
の

達
成

す
る

能
力

が
引

き
出

せ
ず

（
人

員
不

足
に

よ
り

、
業

務
な

毎
日

の
中

、
評

価
育

成
に

つ
い

て
記

入
す

る
時

間
を

設
け

な
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
、

多
忙

た
く

は
な

い
。

ま
た

、
自

身
の

頑
張

り
が

認
め

ら
れ

て
い

る
か

疑
問

に
感

じ
る

。（
↓

）”
化

に
つ

な
が

る
。

と
に

か
く

学
校

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

や
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
増

え
、

多
忙

て
お

く
、

も
っ

と
丁

寧
な

面
談

を
す

る
、

等
と

い
う

こ
と

を
し

よ
う

と
す

る
と

さ
ら

な
る

化
を

加
速

さ
せ

、
や

る
気

を
減

退
さ

せ
、

結
果

あ
ま

り
意

味
を

持
た

な
い

よ
う

に
多

忙
に

つ
な

が
る

と
考

え
ま

す
。（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
の

意
図

す
る

と
こ

ろ
は

理
解

す
る

が
、

現
場

の
で

あ
る

の
は

分
か

る
が

、
夏

場
は

冷
房

が
寒

い
ほ

ど
聞

い
た

部
屋

に
入

っ
た

ま
ま

多
忙

わ
れ

わ
れ

の
仕

事
を

見
て

も
ら

え
て

い
る

か
、

疑
問

で
あ

る
。

管
理

職
の

仕
事

が
化

は
年

々
増

し
、

負
担

感
は

大
き

い
で

す
。

そ
の

中
で

、
児

童
や

保
護

者
の

多
忙

に
反

映
さ

れ
ま

せ
ん

。
な

の
で

、
給

与
の

向
上

に
も

つ
な

が
り

ま
せ

ん
。

現
場

の
な

中
、

評
価

・
育

成
の

書
類

を
作

成
す

る
こ

と
が

非
常

に
負

担
で

あ
る

。（
↓

）
ま

た
多

忙
教

育
活

動
の

評
価

を
教

職
員

全
体

で
行

え
る

場
を

作
る

。（
↓

）”
校

務
が

非
常

に
化

が
叫

ば
れ

る
中

、
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
効

果
的

な
も

の
で

あ
る

と
は

思
え

多
忙

よ
う

に
関

わ
っ

て
い

る
か

を
、

図
る

こ
と

が
大

事
だ

と
考

え
る

。（
↓

）”
　

教
職

員
の

化
に

拍
車

を
か

け
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

教
職

員
の

意
欲

や
資

質
を

高
め

る
に

は
多

忙
中

、
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

は
効

果
的

な
も

の
で

あ
る

と
は

思
え

な
い

し
、

む
し

ろ
な

の
に

、
仕

事
量

を
増

や
し

、
形

式
的

な
申

告
や

面
談

を
す

る
必

要
性

を
感

じ
多

忙
そ

れ
を

同
一

の
基

準
で

評
価

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
の

で
は

な
い

か
。（
↓

）
現

場
は

業
務

の
中

で
、

自
分

が
行

っ
た

こ
と

に
対

し
て

正
し

く
認

識
さ

れ
評

価
さ

れ
る

と
い

う
多

忙
。”

（
↓

）
そ

れ
ぞ

れ
勤

務
し

て
い

る
教

職
員

の
立

場
や

状
況

が
違

う
中

で
、

ま
た

多
岐

に
わ

た
る

、
人

員
不

足
、

そ
の

他
様

々
な

課
題

を
抱

え
て

い
る

。
そ

の
上

評
価

不
適

当
、

報
酬

減
額

多
忙

か
ら

減
額

あ
り

き
の

現
状

だ
と

意
欲

向
上

に
繋

が
る

は
ず

も
な

い
。（
↓

）
教

育
現

場
は

業
務

な
日

々
の

中
、

職
務

の
意

欲
向

上
に

つ
な

が
る

よ
り

は
負

担
に

な
っ

て
い

る
と

感
じ

る
多

忙
に

つ
な

が
る

の
で

評
価

し
て

も
ら

う
こ

と
は

い
い

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。（
↓

）
仕

事
に

追
わ

れ
る

化
の

中
、

慌
て

て
作

ら
ね

ば
な

ら
な

い
シ

ー
ト

が
た

め
に

な
っ

て
い

る
と

言
い

多
忙

し
て

ほ
し

い
。”

（
↓

）”
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

の
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
時

間
が

取
れ

な
い

。（
↓

）
な

日
々

に
あ

っ
て

簡
略

化
を

望
む

（
↓

）
評

価
・

育
成

シ
ス

テ
ム

に
対

し
て

、
が

ん
ば

り
が

評
価

さ
れ

る
多

忙
ま

せ
ん

が
、

そ
う

い
っ

た
人

た
ち

と
同

じ
評

価
な

の
は

到
底

納
得

で
き

ま
せ

ん
。”

（
↓

）
化

解
消

の
観

点
か

ら
も

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
再

考
、

解
消

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

多
忙

の
忙

し
さ

を
理

解
し

て
も

ら
え

て
い

な
い

の
か

と
残

念
で

な
り

ま
せ

ん
。

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

日
頃

の
勤

務
態

度
や

姿
勢

に
つ

い
て

、
評

価
さ

れ
る

こ
と

は
一

般
多

忙
こ

と
だ

と
は

思
い

ま
す

。（
↓

）
当

シ
ス

テ
ム

に
関

し
て

、
教

職
員

が
費

や
す

労
力

や
時

間
こ

そ
が

、
で

あ
り

、
そ

の
割

り
に

年
間

三
度

も
提

出
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

自
己

申
告

票
や

多
忙

授
業

関
係

、
生

徒
指

導
、

ク
ラ

ブ
指

導
、

探
究

活
動

の
計

画
・

指
導

等
、

課
題

が
多

く
の

中
、

負
担

を
増

や
し

、
意

欲
の

向
上

に
も

つ
な

が
ら

な
い

こ
の

シ
ス

テ
ム

に
必

要
性

を
多

忙
業

務
も

少
な

か
ら

ず
負

担
に

感
じ

る
。”

（
↓

）
校

務
分

掌
、

学
級

運
営

、
保

護
者

対
応

で
な

学
校

の
業

務
で

、
そ

れ
は

、
新

し
く

何
か

を
か

か
え

る
＝

引
き

受
け

る
（

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
）

多
忙

を
積

め
ば

、
基

本
的

に
生

徒
か

ら
の

支
持

を
え

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
昨

今
の

化
さ

せ
る

不
必

要
な

事
務

だ
と

思
う

。
ま

た
、

評
価

者
に

と
っ

て
も

、
全

職
員

の
多

忙
た

め
に

教
材

研
究

を
し

た
い

し
、

工
夫

す
る

時
間

が
ほ

し
い

。
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
は

、
さ

ら
に

化
で

、
年

々
大

変
で

あ
る

。
で

き
る

だ
け

、
簡

略
化

し
て

、
提

出
も

少
な

い
し

て
多

忙
を

上
げ

て
い

る
教

員
は

評
価

が
上

が
ら

な
い

。（
↓

）”
（
↓

）”
教

員
削

減
に

と
も

な
い

、
業

務
の

さ
に

拍
車

が
か

っ
た

だ
け

の
よ

う
に

思
う

。
事

務
処

理
な

ど
、

委
託

で
き

る
も

の
は

委
託

多
忙

て
い

な
い

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

導
入

さ
れ

て
か

ら
、

十
年

以
上

経
つ

が
、

な
現

場
に

こ
の

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

自
体

が
さ

ら
に

追
い

打
ち

を
か

け
て

い
る

。
教

育
現

場
に

こ
の

多
忙

い
る

人
も

た
く

さ
ん

い
る

と
思

う
が

、
評

価
さ

れ
て

い
る

の
か

疑
問

で
あ

る
。（
↓

）
な

中
こ

の
シ

ス
テ

ム
を

書
く

こ
と

に
時

間
を

割
く

の
で

は
な

く
、

こ
の

時
間

が
あ

れ
多

忙
た

と
思

う
。

教
職

員
に

こ
の

制
度

が
ベ

ス
ト

の
評

価
で

は
な

い
と

思
う

。
ま

た
、

化
の

一
つ

に
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
校

長
と

腹
蔵

な
く

話
し

合
い

、
業

務
多

忙
よ

う
に

記
憶

す
る

が
・

・
・

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
大

き
く

な
り

、
職

員
の

や
る

気
を

削
ぎ

、
な

中
で

、
心

身
を

す
り

減
ら

し
て

い
る

管
理

職
が

多
す

ぎ
る

の
で

、
希

望
者

も
少

な
い

多
忙

。（
↓

）
そ

も
そ

も
、

校
長

に
は

学
校

規
模

に
よ

る
手

当
が

な
い

。
当

然
、

授
業

観
察

、
面

談
等

さ
か

ら
、

も
っ

と
簡

潔
な

も
の

が
良

い
気

が
す

る
。

た
だ

、
年

度
の

初
め

に
自

分
多

忙
基

準
が

明
確

に
わ

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
に

改
定

し
て

ほ
し

い
。（
↓

）　
（
↓

）　
　

”（
↓

）
日

頃
の

化
す

る
学

校
の

現
状

の
中

で
、

評
価

育
成

シ
ー

ト
作

成
等

に
関

わ
る

業
務

を
無

く
し

て
多

忙
化

、
保

護
者

対
応

、
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

の
増

加
、

そ
の

た
め

の
会

議
、

等
々

で
に

よ
り

、
す

べ
て

に
お

い
て

時
間

を
か

け
た

い
と

こ
ろ

に
か

け
ら

れ
な

い
中

、
子

ど
も

の
こ

と
を

多
忙

管
理

職
よ

り
ア

ド
バ

イ
ス

や
労

い
の

言
葉

が
け

が
あ

る
の

は
良

い
と

思
う

。
が

、
業

務
化

が
す

す
ん

で
い

な
い

か
、

職
場

の
中

に
不

公
平

感
や

不
信

感
が

生
ま

れ
て

多
忙

（
２

）
適

切
な

選
択

肢
が

な
い

。（
３

）
給

与
反

映
を

な
く

す
。（
↓

）
９

　
こ

の
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
な

中
が

ん
ば

る
教

員
に

と
っ

て
酷

な
気

が
し

ま
す

。
保

護
者

と
の

関
係

で
ア

ン
ケ

ー
ト

評
価

多
忙

が
出

な
か

っ
た

か
ら

評
価

が
低

い
、

給
与

に
反

映
さ

れ
る

と
い

う
シ

ス
テ

ム
は

現
場

で
日

々
な

勤
務

を
縫

っ
て

評
価

面
談

に
時

間
を

割
い

て
い

た
だ

い
て

い
る

こ
と

に
対

し
て

は
、

大
変

多
忙

は
な

く
す

方
向

で
、

活
性

化
を

図
る

こ
と

を
希

望
し

ま
す

。”
（
↓

）”
　

毎
回

、
す

ぎ
ま

す
。

時
間

に
も

心
に

も
余

裕
の

な
い

中
で

は
、

良
い

教
育

活
動

は
多

忙
何

に
し

て
も

、
管

理
職

の
先

生
方

も
我

々
一

般
の

教
職

員
も

、
業

務
が

化
に

拍
車

を
か

け
て

い
る

。
職

員
を

大
人

扱
い

で
き

な
い

、
人

扱
い

で
き

な
い

、
多

忙
プ

リ
ン

ト
作

成
等

も
、

個
々

人
の

努
力

を
求

め
ら

れ
る

た
め

、
共

同
作

成
が

減
り

、
職

員
の

の
中

、
自

己
申

告
書

の
作

成
は

け
っ

こ
う

負
担

で
す

。
校

長
先

生
も

お
忙

し
い

の
で

、
多

忙
の

評
価

に
と

ど
ま

ら
ず

、
給

与
に

影
響

を
与

え
る

べ
き

で
は

な
い

と
思

う
。”

（
↓

）
教

師
な

中
で

、
自

己
申

告
票

の
提

出
等

に
も

多
く

の
時

間
を

費
や

し
、

ま
す

ま
す

多
忙

多
忙

た
ち

へ
の

教
育

活
動

へ
の

大
き

な
マ

イ
ナ

ス
と

い
う

現
実

に
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。（
↓

）
化

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。”

（
↓

）”
　

個
人

的
に

は
、

導
入

当
初

、
年

度
ご

と
多

忙
多

忙
な

中
で

、
自

己
申

告
票

の
提

出
等

に
も

多
く

の
時

間
を

費
や

し
、

ま
す

ま
す

な
中

多
く

の
先

生
方

の
業

務
の

把
握

や
授

業
見

学
を

行
う

の
は

非
常

に
難

し
く

多
忙

が
し

ま
す

。
ま

た
、

校
長

（
評

価
者

）
に

よ
っ

て
求

め
る

も
の

が
違

う
で

し
ょ

う
し

、
に

過
ご

し
て

い
る

教
員

と
日

頃
か

ら
管

理
職

が
対

話
し

て
い

れ
ば

問
題

な
い

と
思

う
多

忙
て

い
る

の
か

が
疑

問
。

仕
事

量
が

明
ら

か
に

違
う

場
合

や
、

生
徒

指
導

な
ど

日
々

で
あ

り
集

中
も

徹
底

も
で

き
て

い
る

と
は

い
い

が
た

い
。（
↓

）”
（
↓

）
一

般
企

業
と

異
な

り
、

多
忙

解
決

す
べ

き
で

あ
る

。
個

人
的

な
レ

ベ
ル

で
も

同
様

で
あ

る
が

、
現

状
は

あ
ま

り
極

ま
り

な
い

。
講

習
や

補
習

、
説

明
会

に
つ

い
て

も
、

自
分

の
教

科
・

分
掌

の
み

な
ら

ず
、

多
忙

が
検

討
さ

れ
ず

に
実

施
さ

れ
る

た
め

、
当

番
に

追
わ

れ
休

日
出

勤
も

増
え

、
化

し
て

お
り

、
教

職
員

は
し

ん
ど

い
思

い
を

し
な

が
ら

も
、

子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
よ

く
多

忙
大

阪
の

教
育

が
よ

く
な

っ
た

と
で

も
判

断
し

て
い

る
の

か
。

学
校

現
場

は
い

っ
そ

う
化

が
進

む
中

で
免

許
更

新
の

た
め

の
研

修
を

受
け

に
行

か
な

け
れ

ば
い

か
な

い
こ

と
多

忙
等

、
検

討
し

て
頂

き
た

い
。

き
ち

ん
と

業
務

を
こ

な
し

、
評

価
も

受
け

て
い

る
の

に
、

さ
に

み
あ

う
も

の
で

は
な

く
、

教
務

主
任

を
引

き
受

け
て

が
ん

ば
っ

て
き

た
意

欲
を

そ
が

多
忙

者
に

よ
る

評
価

が
い

ま
ま

で
に

な
い

評
価

だ
っ

た
。

教
務

主
任

と
学

級
担

任
兼

務
の

職
務

や
慣

習
ど

お
り

の
流

れ
を

理
由

に
、

自
身

の
動

き
を

チ
ェ

ッ
ク

で
き

な
い

ま
ま

次
に

取
り

組
み

を
多

忙
振

り
返

り
次

に
つ

な
が

る
よ

う
に

活
か

す
、

そ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
自

体
は

、
す

ば
ら

し
い

と
考

え
ま

す
。

さ
は

、
結

局
は

週
末

に
翌

週
の

準
備

を
し

て
い

る
。

そ
れ

は
休

日
に

準
備

多
忙

。”
（
↓

）”
給

与
よ

り
も

、
休

暇
を

確
実

に
取

れ
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。（
↓

）
平

日
の

す
ぎ

る
職

務
内

容
で

、
現

場
の

教
職

員
は

つ
か

れ
て

い
ま

す
。（
↓

）
評

価
育

成
シ

ス
テ

ム
を

導
入

多
忙

の
評

価
な

の
で

、
納

得
で

き
る

説
明

が
個

々
に

な
さ

れ
る

こ
と

を
希

望
し

ま
す

。（
↓

）”
を

極
め

、
神

経
を

す
り

減
ら

し
な

が
ら

遂
行

し
て

い
る

職
務

に
つ

い
て

、
一

層
の

理
解

を
お

願
い

し
多

忙
や

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
。”

（
↓

）”
お

忙
し

い
か

と
は

存
じ

ま
す

が
、

日
々

、
化

が
問

題
で

す
。

教
職

員
の

仕
事

を
ス

リ
ム

化
し

て
、

時
間

を
作

り
、

教
職

員
多

忙
し

て
い

る
な

か
、

ベ
テ

ラ
ン

の
教

職
員

と
の

交
流

も
必

要
と

思
い

ま
す

が
、

教
職

員
の

な
環

境
に

お
い

て
教

材
研

究
の

時
間

の
確

保
で

き
な

い
の

と
い

う
状

況
で

あ
る

。
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

が
多

忙
仕

事
は

教
え

る
こ

と
、

つ
ま

り
教

科
指

導
で

あ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

教
員

を
と

り
ま

く
事

務
処

理
な

ど
の

な
担

任
と

定
時

で
帰

れ
る

担
外

が
同

じ
給

料
な

の
も

疑
問

に
思

い
ま

す
。”

多
忙

て
い

ま
す

。（
↓

）
そ

し
て

、
担

任
と

担
外

で
は

仕
事

の
負

担
は

か
な

り
違

い
ま

す
。（
↓

）
化

に
も

一
石

を
投

じ
る

か
と

思
い

ま
す

。（
↓

）　
も

う
１

点
、

提
案

と
し

て
は

、
多

忙
資

源
を

投
入

す
る

こ
と

が
大

切
な

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
昨

今
の

学
校

の
な

人
と

勤
務

時
間

終
了

と
同

時
に

退
勤

す
る

人
も

い
て

業
務

量
に

も
か

な
り

差
多

忙
Ａ

し
か

つ
か

な
い

人
も

い
る

。
毎

日
残

業
、

休
日

は
部

活
の

付
添

や
指

導
、

本
当

に
で

す
。

そ
れ

に
つ

い
て

の
策

を
考

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
多

忙
項

目
に

あ
り

ま
せ

ん
が

、
無

駄
な

物
は

な
く

す
べ

き
で

す
。

中
学

校
は

夏
休

み
も

を
極

め
、

教
育

条
件

の
悪

化
が

進
み

、
家

庭
環

境
を

見
て

も
恵

ま
れ

て
い

る
と

多
忙

給
与

へ
の

反
映

は
最

良
の

教
育

現
場

構
築

へ
の

妨
げ

と
し

か
言

え
な

い
。

日
々

、
で

あ
り

、
一

定
の

評
価

を
受

け
る

の
は

適
当

で
あ

る
が

、
そ

う
で

な
く

と
も

学
校

多
忙

は
適

切
で

は
な

い
。

首
席

や
分

掌
長

、
主

任
や

主
担

等
は

業
務

内
容

と
し

て
を

極
め

て
い

ま
す

が
、「

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

『
よ

り
良

い
』

の
た

め
に

。」
多

忙
中

で
、

ク
ラ

ス
担

任
業

務
、

授
業

準
備

、
部

活
動

、
分

掌
業

務
等

を
行

い
、

日
々

な
業

務
の

中
、

労
働

環
境

が
違

う
教

職
員

同
士

が
助

け
合

う
こ

と
で

、
子

ど
も

に
安

全
安

心
多

忙
信

頼
と

協
力

が
あ

っ
て

こ
そ

、
様

々
な

課
題

を
共

に
乗

り
越

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
日

々
の



向で検討が行われている。評価・育成システムを廃止もしくは簡略化することは、お金がかか

らず、何のマイナス効果ももたらすことなく、むしろ多くのプラス効果を生み出し、最も多く

の時間（特に管理職が働く時間）を生み出す非常に効果的な働き方改革、学校改革であると考

えるのであろうがどうであろうか。高橋（２００７）は、すでに１０年前以上に学校の評価システム

に対し、民間企業の失敗を教訓にしてこう述べている。「チームの成果を個人個人に還元する

ことに多くの時間と労力を割くこと自体不毛である。そんな暇があったらやるべき仕事はいく

らでもある。『評価はもういい。仕事に戻ろう』」。

１０．評価・育成システムに対するポジティブ既述の特徴

次に評価・育成システムに対してポジティブな記述はどのような特徴を持つのであろうか。

評価・育成システムに関わる感情値０.９の記述は１３４記述あった。それらを特徴ごとに分類した

（表１３）。その結果、評価・育成システムによって「目標」が明確になり努力ができるようにな

ること、「面談」があることで管理職と話ができ、アドバイスがもらえること、がんばったこ

とが「評価」され、さらに「給与反映」がなされること、「育成」につながること、「やる気」

が向上することなどが示された。

このように評価・育成システムに対して、その本来の目的と合致する内容で肯定的な考え方

の者も一定数存在している。結局、評価・育成システムの問題点は、一定数の者にプラスの影

響がありながらも、それ以上のあまりに多くの者にそのシステムが大きなマイナスをもたらし

ていることなのである。これはどうしてだろうか。そして今後どうしたらいいのだろうか。

１１．給与反映を伴う教員評価システムが引き起こす内発的動機づけのアンダーマイニ

ング現象

評価・育成システムに限らず、給与反映を伴う教員評価システムが教員の意欲を向上させな

い有力な理由として、内発的動機づけのアンダーマイニング現象が考えられる。内発的動機づ

けのアンダーマイニング現象とは、もともと内発的に行っている行動にあえて報酬を連動させ

ると内発的動機づけが減少（削り取られる＝アンダーマイニング）する現象である。レッパー

ら（Lepper, Greene, & Nisbett, １９７３）が幼稚園児を対象に行った研究では、「絵を描いたらご

ほうびをあげるよ」と予告してごほうびをもらった群と、予告をせず「いい絵が描けたね」と

ごほうびをもらった群、単に絵を描いてもらった群を設定し、後の自由時間にどれだけ自発的
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表
１３

　
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

評
価

の
特

徴

目
標

（
３９

記
述

）

・
目

標
設

定
面

談
で

『
私

は
○

○
を

頑
張

り
た

い
』

と
い

う
こ

と
に

対
し

て
、

管
理

職
か

ら
『

あ
な

た
は

○
○

を
頑

張
っ

て
貰

い
た

い
』

と
目

標
を

提
示

し
て

も
ら

う
こ

と
も

大
切

か
と

思
う

。

た
だ

、
自

分
一

人
で

考
え

行
動

す
る

よ
り

、
明

確
に

目
標

を
立

て
２

度
振

り
返

り
校

長
に

報
告

す
る

こ
と

で
、

目
標

の
達

成
度

を
意

識
す

る
よ

う
に

な
り

以
前

よ
り

目
標

に
向

け
努

力
す

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

な
か

な
か

目
標

を
達

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
毎

年
悔

し
い

思
い

も
し

て
い

ま
す

が
、

採
用

当
時

の
記

入
内

容
と

比
べ

る
と

成
長

し
て

い
る

と
感

じ
る

部
分

も
あ

る
の

で
、

今
後

も
少

し
ず

つ
で

す
が

頑
張

っ
て

い
こ

う
と

思
い

ま
す

。

よ
り

よ
い

教
育

を
創

り
上

げ
る

た
め

に
教

師
が

目
標

設
定

し
自

分
の

仕
事

を
振

り
返

る
こ

と
や

教
育

集
団

の
な

か
で

の
指

導
助

言
批

判
研

究
は

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。

学
期

に
一

度
の

見
直

し
は

４
月

の
初

心
を

思
い

出
す

こ
と

に
も

つ
な

が
り

、
が

ん
ば

ろ
う

と
い

う
気

に
な

り
ま

す
。

学
校

と
し

て
の

目
標

の
共

有
と

し
て

は
良

い
と

思
う

し
、

自
分

の
授

業
や

学
校

へ
の

か
か

わ
り

に
関

し
て

毎
年

考
え

る
、

機
会

が
得

ら
れ

る
点

な
ど

何
も

考
え

ず
過

ご
す

よ
り

は
断

然
良

い
。

面
談

（
３８

記
述

）

・
校

長
面

談
な

ど
は

、
管

理
職

と
話

を
す

る
良

い
機

会
の

た
め

面
談

の
み

で
良

い
と

思
い

ま
す

。

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
こ

と
で

、
ア

ド
バ

イ
ス

や
日

頃
の

頑
張

り
に

つ
い

て
、

管
理

職
と

話
が

で
き

る
機

会
が

あ
る

の
は

有
難

い
と

感
じ

る
。

シ
ス

テ
ム

は
そ

う
だ

が
、

管
理

職
の

先
生

方
と

の
対

話
が

と
て

も
あ

り
が

た
い

と
思

い
ま

す
。

シ
ス

テ
ム

自
体

は
意

欲
の

向
上

に
役

立
ち

、
面

談
で

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

等
を

も
ら

い
、

有
益

な
と

こ
ろ

は
あ

る
が

、
教

職
員

は
そ

れ
ぞ

れ
頑

張
っ

て
い

る
方

が
ほ

と
ん

ど
で

、
評

価
段

階
の

差
が

は
っ

き
り

し
な

い
と

こ
ろ

が
出

て
く

る
と

思
う

。

そ
し

て
各

自
が

た
て

た
目

標
に

つ
い

て
管

理
職

の
先

生
と

お
話

し
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

た
り

す
る

機
会

が
あ

る
の

は
と

て
も

よ
い

こ
と

で
、

今
後

も
必

要
だ

と
思

う
。

評
価

さ
れ

る
こ

と
（

１８
記

述
）

が
ん

ば
っ

て
き

た
こ

と
が

自
己

満
足

だ
け

で
な

く
学

校
と

し
て

評
価

し
て

い
た

だ
け

る
と

、
ま

た
が

ん
ば

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

が
ん

ば
る

こ
と

で
評

価
を

い
た

だ
く

こ
と

は
大

切
だ

と
思

い
ま

す
が

、
が

ん
ば

る
と

い
う

基
準

に
対

し
て

疑
問

を
感

じ
ま

す
。

こ
こ

数
年

高
学

年
担

任
が

続
き

、
持

ち
帰

り
仕

事
や

超
過

勤
務

が
続

く
中

、
き

ち
ん

と
評

価
者

に
評

価
さ

れ
た

感
は

と
て

も
あ

り
、

や
り

が
い

は
感

じ
ま

す
が

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

か
ら

と
感

じ
た

の
で

は
な

く
、

普
段

か
ら

信
頼

関
係

を
築

け
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

よ
う

に

努
力

し
て

い
る

か
ら

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

こ
の

機
会

に
校

長
先

生
に

評
価

い
た

だ
け

る
の

が
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。

た
だ

自
分

の
仕

事
の

職
務

内
容

を
評

価
し

て
（

把
握

し
て

も
ら

う
）

も
ら

う
こ

と
は

自
身

の
励

み
に

な
り

ま
す

。

ち
ゃ

ん
と

見
て

も
ら

い
評

価
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
る

と
嬉

し
い

し
、

や
る

気
に

繋
が

る
。

で
も

、
評

価
者

か
ら

温
か

い
お

言
葉

を
い

た
だ

く
と

、
嬉

し
く

て
自

分
の

仕
事

へ
の

や
り

が
い

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

評
価

よ
っ

て
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

や
頑

張
り

を
認

め
て

も
ら

え
た

気
が

し
て

、
次

年
度

さ
ら

に
頑

張
ろ

う
と

い
う

気
持

に
な

り
ま

し
た

。

給
与

（
１０

記
述

）

が
ん

ば
っ

て
い

る
者

が
給

与
と

い
う

形
で

し
っ

か
り

と
認

め
ら

れ
る

、
そ

の
こ

と
で

今
以

上
に

前
向

き
に

働
く

教
員

が
増

え
て

、
最

終
的

に
教

育
活

動
の

充
実

・
子

ど
も

の
成

長
に

つ
な

が
る

の
だ

と
思

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

給
与

・
賞

与
と

い
う

形
で

も
反

映
さ

れ
る

こ
と

は
、

評
価

さ
れ

た
確

か
な

「
証

」
と

し
て

、
よ

り
一

層
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
増

す
よ

う
に

思
う

。

そ
れ

ぞ
れ

が
決

め
た

目
標

に
む

か
っ

て
、

仕
事

を
お

こ
な

い
、

そ
の

仕
事

の
成

果
を

正
当

に
評

価
さ

れ
、

給
料

に
反

映
さ

れ
た

ら
と

て
も

や
り

が
い

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。

意
欲

や
遣

り
甲

斐
に

繋
が

る
よ

う
に

給
与

に
プ

ラ
ス

で
反

映
し

て
ほ

し
い

。

給
与

反
映

も
あ

り
が

た
い

と
感

じ
て

い
た

。

個
人

的
に

は
、

給
与

に
反

映
さ

れ
る

と
て

も
あ

り
が

た
い

が
、

一
方

で
、

頑
張

っ
て

い
る

か
ら

給
与

が
高

い
と

い
う

よ
り

、
高

い
給

与
を

も
ら

っ
て

い
る

の
だ

か
ら

、
そ

れ
く

ら
い

働
い

て
当

た
り

前
だ

、
と

同
僚

に
思

わ
れ

る
た

め
、

仕
事

量
が

増
え

る
ば

か
り

で
あ

る
。

良
い

評
価

を
さ

れ
る

と
、

意
欲

は
向

上
し

、
そ

れ
が

給
与

に
反

映
さ

れ
れ

ば
、

や
り

が
い

や
責

任
感

も
増

し
ま

す
。

育
成

（
７

記
述

）

あ
と

、
自

分
自

身
の

育
成

に
も

具
体

的
に

役
立

つ
取

り
組

み
だ

と
思

い
ま

す
。

し
っ

か
り

と
し

た
評

価
者

、
ま

た
明

確
な

基
準

で
評

価
者

が
評

価
し

て
く

れ
る

の
な

ら
ば

、
教

職
員

が
意

欲
を

向
上

さ
せ

て
働

け
る

素
晴

ら
し

い
シ

ス
テ

ム
だ

と
感

じ
て

い
ま

す
。

シ
ン

プ
ル

で
あ

り
、

若
手

教
員

の
視

点
で

見
る

と
目

標
と

し
て

明
確

で
意

欲
向

上
に

繋
げ

や
す

い
。

そ
れ

ぞ
れ

に
、

目
標

を
持

っ
て

取
り

組
み

、
管

理
職

か
ら

の
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
事

は
意

欲
の

向
上

に
つ

な
が

る
思

い
ま

す
。

育
成

す
る

た
め

の
一

つ
の

媒
体

と
し

て
は

学
校

を
活

性
化

す
る

た
め

に
良

い
こ

と
だ

と
は

思
い

ま
す

。

育
成

に
も

役
立

っ
て

い
る

。

教
職

員
の

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
は

資
質

向
上

に
役

立
っ

て
い

る
と

思
う

。

や
る

気
（

６
記

述
）

同
世

代
で

高
評

価
の

教
員

が
い

る
と

わ
か

れ
ば

意
欲

的
に

も
な

れ
る

。

評
価

・
育

成
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

、
教

員
の

資
質

向
上

に
繋

が
る

良
い

取
り

組
み

だ
と

感
じ

る
。

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

教
職

員
全

体
が

い
い

緊
張

感
を

も
っ

て
い

る
と

い
う

印
象

が
あ

り
ま

す
。

評
価

育
成

シ
ス

テ
ム

に
様

々
な

意
見

は
あ

り
ま

す
が

、「
教

職
員

は
す

べ
て

一
律

」
の

時
代

よ
り

や
り

が
い

を
感

じ
る

こ
と

も
多

く
、

一
定

の
評

価
は

今
後

も
必

要
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

評
価

育
成

を
通

じ
て

、
教

員
一

人
ひ

と
り

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
あ

げ
る

た
め

の
取

り
組

み
を

今
後

も
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

毎
年

毎
年

、
そ

の
前

の
年

よ
り

も
努

力
し

、
そ

の
分

の
成

果
も

出
て

い
る

と
感

じ
て

い
ま

し
た

。



に絵を描くのかが測定された。その結果、他の２群に比べ予告してごほうびをもらった群の子

どもたちが絵を描く時間が短かった。デシが現実場面で行った実験では、無給で大学新聞の見

出し係をしていた学生たちに報酬を支払ったところ、報酬を受け取り始めるとその活動に対す

る興味を失い、その後報酬が打ち切られるともはやその活動をしたいと思わなくなってしまっ

たのである（Deci＆Flaste, １９９６）。このような現象が起こるのはもともと内発的動機づけ、す

なわちその行動をすること自体が目的・報酬であった行動に報酬を伴わせると、行動がいつの

間にか目的から報酬を得るための手段とすり替わってしまい、その後報酬が無くなることに

よって報酬を得るための手段となった行動を行う目的・理由が無くなるために、行動に対する

動機づけが失われてしまうのである。

この際、報酬は必ず内発的動機づけを削り取るわけではない。報酬には人の行動をコント

ロールする制御的機能と自分が有能であるということに対する情報として働く情報的機能があ

り、報酬の制御的機能が強い場合に内発的動機づけが毀損される割合が多いという。ごほうび

を予告されて与えられた群は、報酬の制御的機能が強い群であるため、内発的動機づけが減少

したのに対して、予告されずにごほうびを与えられた群は報酬の情報的機能が強い群であり、

そのために内発的動機づけが減少しなかったのである。

Deci（１９７５）によると、人は自己決定していると感じられる行動と自分が有能であることを

感じられる行動に対して内発的に動機づけられ、主体的に行動するという。報酬は有能感に対

する情報として働く場合は内発的動機づけを高め、行動に対する制御として働く場合には、自

己決定感を妨げ、内発的動機づけを削り取るのである。また一般的に金銭的報酬は行動の制御

的機能が強く、ほめ言葉などの言語的報酬や金銭的に価値の低い報酬は情報的側面が強いとい

う。

多くの教員にとって仕事は内発的に動機づけられた行動である。たとえば評価・育成システ

ムのアンケートでは、「あなたの意欲の向上・低下に最も影響すると思うものを選択」するア

ンケートでも、児童・生徒の成長がトップで５４.６％となっている。多くの教員にとって、評価・

育成システムはそんな内発的に動機づけられた教育という仕事に対して、あえて報酬を伴わせ

る状況を作っている。そんな状況に対して教員はおそらくまずは児童・生徒のために、そして

加えて高い評価を得るために活動を行うことだろう。それによってＳ評価や SS 評価が得られ、

給与反映がなされたのだったら、それなりに教員は意欲を向上させるかもしれない。しかしな

がら問題は一生懸命がんばったにもかかわらず高い評価を受けなかった多くの教員の意欲低下
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である。それは報酬を予告されることで（評価・育成システムはがんばった教員とそうでない

教員に待遇で差をつけるシステムである）、もともと児童・生徒のために内発的に行っていた

教育活動が本人も気づかないうちに報酬や他者からの評価を得るための手段、外発的動機づけ

に変わってしまい、そこで評価が得られないことで、そもそもの児童・生徒のための教育活動

に対する意欲が削り取られてしまっているのではないかと考えられるのである。自由記述では、

「日々生徒が成長するための授業をしたいという熱意をもって教員になったのにその熱意がな

くなるこのシステム」という記述が見られたが、まさにこの状況を示している。

加えて評価・育成システムを含めた教員評価システムが教員の意欲を奪う理由には、感情値

がネガティブな記述として最も記述数の多かった、評価が適正でなく、評価されるべき人が評

価されないという状況もある。高く評価されないのに加えて納得できる評価の基準が十分に定

まっていないため、高い評価が得られなかったときに、がんばりようがない教員も多いと思わ

れる。心理学の動機づけ研究においては、ある行動をすれば特定の結果が生じると思うこと

（行動に結果が随伴しているという認識）、すなわち随伴性認知が動機づけを規定する重要な要

因だと考えられている（鹿毛，２０１３）。簡単に言えば、やればできるという経験をすることに

よって、意欲がわいてくるのである。ところが評価・育成システムにおいては、どのような行

動をとれば評価されるのか、その基準が明確でない。時には管理職が変わることによって、突

然基準が変わることすらある。たとえば、「自分自身２年前の評価と昨年度の評価は２段階違

うが、いずれの年も、自分なりに精一杯がんばった。評価によって、努力が報われたとは感じ

られない」、「これまで新任の頃から１０年以上、学校や管理職が変わってもたいてい高く評価さ

れてきたのに、昨年変わった評価者による評価がいままでにない評価だった。教務主任と学級

担任兼務の職務多忙さにみあうものではなく、教務主任を引き受けてがんばってきた意欲をそ

がれた」などの記述があった。このような状況では、たとえどんなに「がんばった人を評価す

る」と言われたとしても、行動に対する随伴性認知が明確でないために、意欲が向上すること

は難しいだろう。むしろ自分なりにがんばったのに評価されないことで、何をしても無駄だと

いう学習性無力感（Seligman ＆ Maier, １９６７）に陥る危険性すらある。ある者はこう記述して

いる。「評価が、給与に反映することには、絶対反対です。即刻、給与反映をやめていただき

たいです。教職は毎年子どもの実態が変わり、いいときもあれば、大変難しい時もあります。

そのような実態のときに、目標が達成できなくて低く評価され、どんなにがんばってもそれが

給与に（低く）反映されるなんて、やってられません。」
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以上の論をまとめると、評価・育成システムは心理学的観点から見て大きく２つの要因から

教職員の意欲を奪っていると考えられる。ひとつは、教育活動が報酬を得るための手段にすり

変わってしまい、さらに報酬が得られないことで行動する理由が失われてしまって意欲が失わ

れる内発的動機づけのアンダーマイニング現象によって、そしてもうひとつは評価基準があい

まい、もしくは評価者によって恣意的に変わることで随伴性が認知されず、意欲が奪われてし

まうことによってである。

実際、評価・育成システムが意欲・資質能力の向上につながっていない理由として、評価結

果の影響を受けての意欲の変化（３９.２％）、評価結果の給与反映（４１.２％）が高くなっている。

ちなみに評価者はさらに被評価者よりも意欲・資質能力の向上につながっていない理由として、

それらがあると考えている（評価結果の影響を受けての意欲の変化（５８.０％）、評価結果の給与

反映（５５.２％））。つまり評価者である校長のほうが、評価をすることによって教職員が意欲を

失っていることを強く認識しているということである。

もちろんすでに述べたように評価・育成システムおよびそれに伴う給与反映によって意欲・

資質能力の向上を見せる者も存在する。これは評価および報酬が自己決定を妨げて内発的動機

づけを削り取る割合よりも、それらが有能感に対する情報として働くことによって内発的動機

づけを高めているからであると思われる。評価・育成システムに対する肯定的意見として、管

理職と面談を行えること、そこでアドバイスをもらえること、評価をしてもらえることがあり

がたいという意見が多かった。これは給与反映も含めて、自らの教育活動を認め、評価しても

らえることが有能感に対する情報として働き、意欲・資質能力を向上させるのであろう。

１２．教員評価システムの改善のための一試案

結局、評価・育成システムの問題は、そのようなプラスの影響に対して、あまりにもマイナ

スの影響が大きすぎるということなのである。それではどうしたら評価・育成システム、しい

ては教員評価システム全般のマイナスの影響を最小限にし、プラスの影響を大きくすることが

できるのだろうか。

まず教員評価システムの大前提として、教員の仕事と能力をすべての者が納得できるような

客観的かつ公平・公正なかたちで評価することはできないということである。すでに各都道府

県で教員評価システムが始まって２０年、いまだにこの問題が残っているのは教員の仕事、教育

という仕事はそもそも客観的かつ公平・公正に評価することは不可能である証拠だと考える。
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そのようなあいまいな基準で評定を行い、給与反映を行うのは困難であるし、意欲を減退させ

る原因ともなる。

目標管理シートと管理職面談については、それがあいまいな評価に基づく給与反映に使われ

なければ十分に意味があると考えられるため、現状維持とする。あくまで育成、意欲・資質能

力の向上を目的とすることとする。評価については絶対評価とし、評価区分の割合は決めない。

管理職は教職員の育成と意欲・資質能力の向上のため、学校の活性化のためだけに目標管理

シートと面談を使えばいい。給与反映がなければ、多くの教員を高く評価することも何の問題

もなくできるはずであり（現在は予算の関係で無制限に高い評価をつけることはできない）、

それを通して教員の有能感を高める情報とし、意欲を向上させることも十分可能であると思わ

れる。

給与反映については、基準が客観的かつ公平・公正に定められない以上、教員評価システム

によって給与反映はしないことである。実際島根県では、教育長の提示した文書において、「多

様な校種・職種のある学校において、給与に反映させる目的のもと、一律の評価項目、着眼点、

評価基準等を用いた人事評価制度の設計を行うことは困難」であり、「学校現場における業績

等の評価に際して、教育活動の成果は、最終的には児童生徒の変容に帰着するといえる。しか

しながら、教育活動そのものは、各学校の教職員のチームワークで遂行され、また、児童生徒・

保護者との相互関係にも大きく依存するものであり、教職員個人の業績のみと関連づけてとら

えることはなじまない」、「各学校の教職員が一体となって児童生徒の変容を目指した教育活動

に取り組む学校現場にあって、人事評価を個人の給与に反映させることは学校現場のチーム

ワークを阻害することにもなる」との理由から、人事評価を用いた給与への処遇反映を行わな

いことを表明している。

長野県においても、２００５年に出された長野県教員評価検討委員会の最終報告書において、教

員評価の理念は、「教員の資質・能力の向上に資することを通して、学校の教育力の向上を図

り、児童・生徒の成長発達に寄与する」ものであり、「教員の表彰制度、給与・処遇への反映

は、本委員会の設計した長野県における新しい教員評価制度では前提としていない」と給与・

処遇への反映を第一義の目的としていないことを明示している。

地方公務員法第２３条では、任命権者は、公平に人事評価を行い、任用、給与、分限に活用す

ることと述べられているが、必ず給与に活用・反映させなければいけないというわけではない。

そもそも客観的かつ公平・公正に評価ができない教員評価システムにおいて、給与反映をする
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ことは、上記地方公務員法に反することであろうし、原資が限られることによって管理職が多

くの教員を高く評価することを妨げ、教員評価の本来の目的である意欲の向上、資質能力の向

上、学校の活性化を妨げるものである。

現時点での教員評価システムのうち、特に給与反映を伴うシステムは、内発的動機づけの自

己決定理論の視点からすると、教職員の意欲を低下させるのも当然といえるものである。報酬

による内発的動機づけのアンダーマイニング現象が明らかになったのは約５０年前である。給与

反映を伴う教員評価システムはそれよりも前の、報酬が人のやる気を向上させるというはるか

古い心理学的な根拠に基づいた素朴なシステムであり、とても実用に耐えるものではなく、そ

の一方であまりにもマイナス面が大きすぎる。このような教員評価システムを使い続けること

はまさに久富（２０１７）の言う行政犯罪と言えよう。一刻も早く改善が求められる。

付　記

本研究は、科学研究費の補助金（課題番号　１８K０２２９５　研究代表者：杉浦健）の助成を受け

たものである。
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